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1.一 般成績二就テ

2.直 後判定 ト、翌朝判定bノ 間二大差 アルモ

ノニ就 テ

3.非 特異性補禮非働問題 二就 テ

4.結 核補韻結合反磨ノ臨抹的、蚊二豫防讐學

的慮用二i封スルニ、三 ノ具髄的知見二就 テ

結 論

緒 言

結核 ノ活動 性 ガ生農 ノ先 天的拉 二後天的抵抗力

ト結核 菌 ノ毒力、拉 二個艦 ノ覆境等 ノ複雑多岐

ナル各種 ノ要約 ニ ヨリ左右 サ レ、理論的 ニハ結

核 二封 スル個 罷 ノ過 敏性相Giftempfindlich-

keits・Phaseト 、 抗 毒性相Giftfestigkeits-Ph-

aSe(lmmunitEt)ノ 雨 相 ノ協調 的作 用 ノ下 ニア

リテ攣轄 シ、須 奥 トシテ止 ムコ トナ キ現象 トシ

テ認識 サル ・今 日(太 縄(1,、A.Schmincke(M)結

核 ノ活動 性診断及 ピ結核早期診断 ノ難事 ナル ハ

署家 ノ等 シク之 テ認 ムル トコロナ リ。

結核 早期 登見 ノ目的 二從 來磨 用 サル ・方 法 バー

般 臨躰的診断法 ノ精査 ハ勿論鋏 クベ ヵ ラザ ル事

ナル モ、 系統 的胸部 「レン トグ ン」検査、全 身拉

二局所 ノ中毒或 ハ反射症状 群 ノ精密 ナル観察
、

(Pottenger(3)症 候 分類 法)各 種 結核補助診断 法

ノ適用、等 ハ特 二注 意 サルベ キモ ノト云 フテ得

ベ シ、而 シテ結核 早期 登見 ノ意義 テー一層籏 充 シ

テ考 フル トキハ、 之 テ臨林上既 ニー定度 ノ病 的

症歌或 ハ所 見 テ 出現 セル モ ノ ・登 見 ノミニ止

メズ シテ、 夫以前 ノ活性潜イ〔性結核Aktive

OkkulteTuberkulose(R.Mobr(4)〉 ラ摘登 シ、

更 二之 二適 當 ナル保 護 テ加 へ病識 テ生 セサル間

二全 キ治癒 二至 ラシムル庭 ニ アルベ シ
。 カ クノ

如 キハ・系統 的胸 部 「レン トゲ ン」検査 、或 ハ各

種 中毒拉 反射 症状 ノ追及 ノ ミテ以 テ シテハ到底

企 圖 シ能 ハザル塵 ニ シテ此貼 二於 テ結核 ノ特殊
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補助診断法ガ重要性テ認 メヲレ、就中結核ニヨ

リ褒生スル各種免疫抗艦 ノ測定ガ重要ナル参考

トナルベキハ何人モ之 テ肯定 スル所ナルベ シ。

而 シテ各種晃疫抗膿ノ測定方法中理論的二完壁

二近キ形式テ有 スル補膿結合反慮 ハ從來先進諸

家 ニヨリ屡 ㌃研究サレシモノナリ・

然 レ共近時幾多研究者二於テ結核補禮結合反磨

1臨 躰的債値 二關 シ塵々ノ意見存 スルガ如 シ。

太縄博士`筋 ・、適當ナル「ア,ンチゲン」ト適切 ナ

ル手技 ニヨレバ結核補禮結合反慮 ハ臨休的 二憤

値多カルベキモ現在汗 於テ適當ナル「アンチゲ

ン」テ得ル能ハズ トテ、最近 ノ結核活動性診断法

二關スル研究二於 テ之テ實施 セズ。 熊谷教授 ⑥

ハ結核補艦結合反磨 ノ特異性 ヲ認ムルモ、其断

面的検査 二満足セズ、縫綾的ニー一定期間検査 テ

施行 シテ得 タル成績 二於 テ始 メテ豫後刹定上有

意義ナ リトナシ、之 二七形式 ノ攣化 アルテ認 メ、

今村教授亦之二賛 シ加 フルニ之ガ綴績的検索 テ

行 ヒテ得 ラル ・成績モ豫後判定 ヒ複雑 ナル考慮

テ要 シ實際的二用 ヒ難 シト云ヘリ。

シカレ共現在二於テ尚結核補膿結合反慮棚 フ

ル「アンチゲン」、「手技」等 ノ改良二幾多 ノ研究

績出 シツ・アルノ事實ハ、此 ノ反磨 ノ有 スル深

キ理論的根檬ガ多 クノ研究者 ノ放置スル所 トナ

ラズ、更 二進 ンデ此 ノ反磨テ施行 スル事 ニヨリ

吾人 ガー般臨躰的検査 三ヨリテ到底知 ル能 ハザ

ル機微 ヲバ探 ラン トスル ニ ヨルモ ノニ シテ・張

チKlinischaktivナ ル事 實 バ ・二 促 ハル ・コ

トナ ク、Serologischaktivト 考 バ ラル ・補 盟

結合反慮 ノ成績 ヨ リ主観的 二観察 テ行 ハ ン トス

ル ニ起 因 スルモ ノナ リ。 一.

斯 ル時本年1月 鴻 上博士(8,ハ 結 核 補盟結合反磨

ノー新 「アンチゲ ン」テ登 表 サ レ、 コハー種 ノ漿

異結 核菌 ヨリ製 出 セル 「アンチグ ン∫ニ シテ、「ス

クァロ、 ツベ ル クリン」ト構 シY其 フ特異1生 安

定 性、 及 ピ集出法簡 易 ニ シテ毎 常二定 ナル 「ア

ンチグ ン」テ得 ラル ・鮎 等 二於 テ從奈 イ「アンチ

ゲンj二 比 シ最 モ理想 二 近 キ「アンチゲ ン」ナル

テ読 キ、又結核補艦結合反慮 ノ「手技」二關 シテ

各 方面 ヨリ嚴密 ナル批判 テ試 ミラレタ リ。

弦 二於 テ余 ハ此 ノ新 「アンチゲ ン」ニ ヨ リ結核補

膿結合反慮 テ施行 シ結核早期登 見 ノー助 タラ シ

メン ト思考 シ、幸 ヒ鴻 上博士 ノ厚 意 ニ ヨ リ貴重

ナル「スクアロ、 ツベル ク リン、 アンチゲ ン」テ

多量 二分與 セラ レ、 一部 ハ墜異菌株 ノ分與 テ得

テ自製 シ使用 スルテ得 タルテ以 テ、本院 入院患

者拉 二本院及横須賀 海軍病院 ノ健康兵 二封 シ結

核補禮結合反慮 テ實施 シ、之 テ中心 トシテ臨 沐

的観察 ラ行 ヒタ リ。

依 テコ ・二其 ノ成績 テ報告 シ柳 ヵ所 見 テ開陳 セ

ン ト ス
。

實験方法

1.「 ア ン チ ゲ ン」拉 二術 式

文献 テ渉猟 スル ニ結核 補禮結 合反慮 二使 用 サル

ル「ア ンチゲ ン」ハ其撒極 メテ多 ク多種 多檬 ニ シ

テ枚基 二 逞 ア ラズ。 然 レ共優 秀 ナ ラザル 「アン

チゲ ン」ハ次第 二其影 テ浸 シ、近時爾各方面 二於

テ使用 サ レツ ・アル「ア ンチグ ン」ノ圭 ナルモ ン

第1

ハWassermann(9),Besredka(io),Bouquetet

Negrecii),Neubergu.Klopstock〈i2),Witebsky,

Klingensteinu.Kuhn(i3),鴻 上(菖)(14)等 ノ撒

種 二 過 ギ ズ 。 今 是 等 ノ 「ア シ チ グ ン」テ使 用 シ テ

行 ハ レ タ ル先 進 諸 家 ノ業 績 ノ概 要 テ表 示 ス ル ニ

大 略 次 表 ノ如 シ。

表

1文 獄 総 括

著

PfannenstielL15)

者[年 膳触雛 階鋸鮭 隣繍毒劇 徴 毒
70%20%

MaxPinne⑯ 1、9271一巻 刻 63射 一叢1 29%
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EBesredka.氏 ドア ソ チ ゲ ソ」

OBronfe丘brenner 1914 84・-94% 一 4.9% ▼ じ 一

OMaissonetu.Bass 1922 50-71% 一 0 一

OMozeru.Fried 1922 70% 一 17.2% 一

OArloingu.Langeron 1922 69.7% 一 50.0% 66.6%

ORabinowitsch 1922 82% 一 5.2% 16%

OBernardu.Valtis 1922 82-84% (胸腹炎60%) 14-17%
一

OSelles 1923 82.3% 一 17.3% 一

OKIe㎞peru.Salonめn∴ 1924 89.5% 一
隔

46.7%・ 一

OHansenu.Wurzen 1924 34-84% 一 18.0% 一

OFried
層

1924 89.7% 一 1.8% 11.7%

ODebainsuTupille 1924 82% 一 17% 一

OHeinemann 1925 90% 一 15-40% 一

OHorowitzu.Walasowa 1925 95% (骨結核40%)
一 一

○邊 渡 1925 84% 一 25-65% 40%

川 上(17) 56-82% 51% 7-30% 一

皿 鴻上氏等奮「アソチゲソ」

鴻上氏等㈹ 1922 90% 84% 3% 64%

(19),, 1926 91% 85% 35% 90%一

進 藤 、若 林(20) 1928 一
(胸膜炎68%) 39% 『

馴 唱

赤尾、新井(鋤 1935 77% 51% 17% 一

IVBouquetu.N6gre氏i「 ア 》〆チ ゲ ソ」

ON6greu.Bouquet 1920 85-95% 一 0 0

ORieuxu.Zoeller 1921

P

98% (胸膜炎55%)
一 一

OBouquetuN6gre
ψ

1921 85% 一. 14% 一

OBernard 1925 83-88% 一 12% 一

○(Richerdo牛 二就 キ テ) 1925 (94%) 一 (3%) 一
■

VW.KK.「 ア ソチ ゲ ソ」

SchlessmannCarl(22) 1935 62%』 一 一 9%・ 一

KurtMeyeメ23) 1935 72% 一 4% 一

青木、都富圏 1935 60% (胸膜炎61%)
(骨結 核25%) =

一

贋 田(鋤 1935 50-70% 一
一

一 一

VINeuber&Klopstock,氏 「ア ソ チ グ ソ 」

山 科⑳ 1930 84% (胸膜 炎50%) 25%
　

74%

KarlL.Pesch(27) 1935 70-90% . 50% 一 一

今 泉 等鋤 1936 一 一 11% 一
,

T

V∬Wassermann氏 「ア ソ チ ゲ ソ」
亀

1

OJansen 1923 88% 一 OlO
一

OJacobu.Moekel 1924- 83% 一 16.4%

'OGaetgensu .Goecke1 1924 40% 一 8% 一

OMylius・ 1924 37% =一 15% 一 一

OKalcheru.Sonnenfeld 1924 46% 一 = 0 一

OWinkeru.Gerth 1924 75% 一 9% 一
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OSchlossberger 1924 71% 一 30%
1

一

OLangeu.Hauer 1924 50% 忌 一 一

OPinner 1925 72% 一 27% 一

OKIempereru.Salomon 1925 73% 一 一 一

ONedelKovie 1925 77% 一 27% 一

OMontemartini 1925 29-52% (骨結核72%) 20% 一

○ 印 ノ・MaxPinneニ ヨル

又 最 近1935年Pasteur二 於 テ ハ 「ア ン チ ゲ ン」 第2表
「ヘモリジソ」債測定豫備試験

中 ノ有数物 質 テ極 メテ純梓 ノ形 ニテ分離 スルテ

得 、其化學 的組成 二就 キ論 ジー一種 ノ燐 化合物 ナ

リ ト報 ゼ リ(MichelAMacheboeuf(29))。 然 シ

テ是等 ノ「アンチゲ ン」ハ何 レ亮人型結核菌 ヨリ,

製 出 セルモ ノナ レ ドモ、近 時攣 異結核菌 二著 目

セ ラル ・二及 ビ、聚 落解離 ニ ヨルR型 、S型 菌

種 ニヨ リ各 別個 二製 セル 「アンチグ ン」相互 ノ比

較(G.B.Reed(30),藤 井(31))或 ハ 非抗酸 性菌 テ

使 用 セル「アンチゲ ン」(中川(32))ノ研 究、一一Ptノ

痩異結核菌均等俘游液 ノ 「アンチゲ ン」慮 用(長

谷川 ㈹)等 、結核攣 異菌 テ以 テ製 出 シタル 「ア ン

チゲ ン」テ使 用 セル結核補艦結合反慮 ノ研 究績

出 シツ ・アリ。 余 ノ用 ヒタル 鴻 上氏新 「アンチ

ゲ ン」モ亦攣異 セル 人型結核菌 ヨ リ製 出 スルモ

ノニ シテ、 コ ノ抗原菌株 ナル攣異結核 菌ハ培 地

ニ ョ リ慶異 スルモ適當 ナル方法 ニテ製 出 セル モ

ノハ、常 二其 ノ原形質 二明暗 ノ層帯歌 テナ シテ

交 ル抗酸性肥大 セル桿菌 ニ シテ、 「ペ トロ フ」拉

二普 通寒天上 一 ヨク登育 ス
。 之 テ5%「 アルカ

リ」卵黄水 二1・5%ノ 割 合 二「グ リセ リン」テ加

ヘ タル培 地 二移 シ
、 血温艀竈 内二24乃 至70時

間培 養 シ、然 ル後 隔 日3同100。C30分 間 毎同間

熱滅菌 シ更 二純 石炭酸 テ0.5%ノ 比 二加 へ保 存

用時使用 二供 スルモ ノナ リ.

此 ノ方法 ハ 從來登表 セ ラレタル 如何 ナル「ア ン

チゲ ン」ノ製法 二 比較 シテモ 遙 カニ簡 易 ナ リ。

斯 クシテ得 タル 「ア ンチゲ ン」ハ乳 白色溜濁 セル

菌盟 及 ピ其 ノ産 生毒素 テ完 全 二含 有 ゼル所謂全

「アンチゲ ン」ニ シテ
、抗原菌株 ノ人 型菌 ヨリ攣

る

異 シ來 タ レル道程 ハ 鴻上博士 一 ヨレバ 次 ノ如

シ。即 チSqualinナ ル鮫 汗油 ノ蒸鱈液 ノー定

「ヘモリジソ」4%洗

稀繹倍婁妨條山羊15倍 海 生理的
血球浮狸補盟食盤水

及 其 量 游液

結果

50倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc
内煎
容15
振分
盧間
混

勢
℃
重
湯

≡

100倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc τ=
200倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc ≡≡▼

二

400倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6㏄ ≡一
十十=800倍 ＼0.3ccO.3cc 0。3㏄ 0.6cc

1600倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc

一
冊

3200倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc

一
冊

6400倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc

一
柵

「一 モ リ ジソ」使腿(G .D.)一!i・SD=6・ ・13

倍稀繹=200倍 稀繹

第3表 「アソチグソ」β家抑制 ト使用量

測定豫備試験 。
1

繍綴i態朧 農謙
ρ

監1 隙
原10.3cc 0.15cc 0.85cc 内 ノ

容重
混湯
和煎
後15
37分
℃間

0.2cc 内重1冊
2倍 10.3cc0.15cc 0.85cc 0.2cc

混煎
和15
後分
37間
℃

容湯喜≡

4倍 0.3cc 0.15cc 0.85cc 0.2cc マ三
8倍 0.3cc 0.15cc 0.85cc

『
0.2cc ≡

言
=

16倍 , 0.3cc 0.15cc 0.85cc 0.2cc

塁管

號

「ア ソチ ゲ ン」使 用 量(G .D.)=3×2==6

第4表 本 試験

量

チ

用

ン
判

使
ウ

ゲ

性
清
働非
血

㏄30
㏄

原
ユ0

㏄
。
30

　

倍
短
5
"

㏄30　
倍
k
15
銑

一
㏄

原
ユ0

0.3cc

15倍 生理的
補髄 食藍水

ヱ

0.15cclO.75cc

0.15cc

0.15cc

O.15cc

0.15cc

0.15cO

0.75cc

0.75cc

1.05cc

0。85cc

1.15cc

内
容

混
和
37
C
重
湯
煎
30
分

間

作
球
感
血

0.2cc

0.2cc

0.2cc

0.2cc

0.2cc

0.2cc

直

チ

ニ
剣
定

内
容
混

和
37
℃

重
湯
煎
15
分
間

IVハ 血清 ノ封照Vハ 「アソチゲ ン」封照

V1ハ 溶血系統封照
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量 テ結核患者或 ハ罹患動物 二注射 シ、一定時間

後採血直 チー血液寒天培養 テ試 ム。凡 ソ2日 乃

至5日 目後血液寒天上二結核菌 ヨリ攣異セル聚

落テ生 ジ來 レバ、 コノ聚落中 ヨリ適當ナル培地

二移植 シ容易二抗酸性桿菌 二還元 スルモノテ選

ピテ抗原菌株 トナシタルモ ノナリ。術式ハ同時

二登表 セラレタル方法 テ其 ノ儘踏襲 セルモ以下

之二鰯ル ・所 アルテ以 テ略記 ス。

2.實 施 上 ノ要u

A,血 清採取法

血清ハ被検者 ノ正中静脈 ヨリ空腹時探血 セル血

液 ヨリ得 タルモ、可久的被検者 ノ員澹 テ軽減 ス

ベキ目的テ以テ最少量 ノ血液 ヨリ最大量 ノ而モ
サ

極 メテ良 好 ナル血清 ヲ得 ラル ・壁 島氏法 テ用 ピ

タ リ。 即 チ、血液1ccテ 採 血 シ滅菌試験管 ノ管

底 デ梢 ヒ高 ク シツ ・口元 ヨリ上方1/2ノ 所 マデ

流 シ込 乏血液 ラ シテ管底 二達 セ シメズ其 ノ儘横

置 シ血液 ノ全 ク凝固 スル テ待 ツテ試験管 テ直立

セ シム。 然 ル時 ノ・管底 二1¢cノ 血液 ヨリ0 .5cc

以 上 ノ清浄 ナル血清 テ得。

斯 ク シテ得 ラル ・血清 ハ血液 ノ凝固 セル部 分 ト

全 ク分離:シ、淡 黄色透 明 ニ シテ後 二遠心沈澱等

テ行 ヒテ再精 スル ノ要 ナ シ。鴻上氏新法 ニ ョル

トキハ本試験:二 〇.3ccテ 使 用 ス レバ足ル テ以 テ

:第5

之 ニテ充分 ナリ(爾ユ氏反応 ヲ 併行 スル時ハ血

清原液一本(0.1cc)ノ ミテ立 テ陽性血清 アレバ

再検 セリ)。

B,血 清使用 ノ方法

結核補膣結合反応 二用 フル血清ハ非特異性反慮

ヲ避 クル爲t之 デ非働性 トナス。非働性後反慮

テ行 フ迄 ノ時間的關係 二就 テ鴻上氏ハ非働性直

後 ノ血清 テ使用 スル ヨリモ一定期間氷室二貯蔵

セルモ ノテ使用 スル方陽性率増強 シテ適切 ナ リ

ト見倣 シタリ。 コハ非働性後時 日ノ経過 ト共 二

血清中二含 マル ・所謂正常溶血素(Pesch(3萄)、

補禮結合阻止物質(Calmetteu.Massa1(35),

CaulfeildPerla㈹)、 或 ハ所謂補禮第四成分(太

田(3η)、(三澤、今堀 ㈹)等 ノ消失 又ハ攣性テ招

来 スルニ依 ルナラズヤ ト想像 サル ・所 ニシテ、

其原因ハ未 ダ充分明カナラザルモ、兎二角陽性

卒 テ著明二増張 シ來 ルニヨルモノナ リ。叉非働

性血清 ラ7日 以上貯蔵 スル時ハ往々血清二自家

抑制作用 ヲ起 シ來 ルモノアルが故 二使用 テ避 ク

可 キモノナリト報 ゼラレタリ。斯 ルが故二余ハ

同一血清 二就 キ非働性直後 ト非働性後7日 間氷

室貯藏後 ト2同 二五 リ結核神髄結合反慮 テ行 ヒ

下記 ノ成績 テ得 タリ(第5表)。

以上 ノ成績ニヨリ非働性後一週間氷室 二貯蔵 ス

表

氏 名 病 名
非 働 性 直 後 非 働 性 七 日 後

釧 ・×15×1・5×1列 定 判 ・×15×1・5×1列 定 』

慢性気管枝炎
1 一 一 一 一1-1一 十十 一 一 十

2
一 咀

1
-

2
一一

1
-

2
}

1
-

2

一 一 一 1!一 一 一 一 一 一 一

_右 胸 膜 炎
一 一 一 一

一

1 ヨ ー 柵 一 一 十
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

_慢 性気管枝炎
一 一 一 一 一 一 朴 ± 一 十
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

_肺 尖 炎
一 一 一 一 一

.__=_
一

十十 一 一 十
一 一 一

_=_
一

一 一 一 一 一

慢 性 多 蛮 性
關 節 炎

1 一 一 一 一 一 一 一 一 一

2
-

1

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

右 胸 膜 炎
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 _

2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

」一 慢性氣鰍 炎
1 一 一 一 一 一 一 ± 一 一

±

1 2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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一 ■

11

-

11
2{

11
2i
1}

1

一 :左 胸 膜 炎 一ゑ
9

一i-1-1一 l
l

_一 帯 一1-1+

一i司+ゴ_+
一5

1
_1_「__

1「

i 1

一 脚 氣 一!
一i一 _1_.

}

一 一 ・ 柵 1一 に
1十

_}_
3

_1_
il

一1-1砿 一 一 十

一 慢性気管枝炎
±1-1一 一 一i一 冊 粁 一1+

2一 一一 一1一 一1
-1一{榊 什 一 什

_一_一 一一一

±:一 州 一 一;+

一1-1一 一

1

1
一

一 右 坐骨示帷 痛 三rl

一 一} _一__

一i±} 一 、 一

「喜「二
1

_i_「 _'_
} 1

_一 一1十

一 胸 腹 腰 結 梅-
飛 頸 腺 結 核

「

一}± 一 一 ± ・ ゴ 柵 柵1一 隔
1

_i_1 _旨_ [
}一

一i一

1
-i-1柵;什 一1替

一 左 右 胸 膜 炎L万
一
十 1+1一 … 柵1±

一 十

一 一に 一応 叢 一 一!+

一 右 胸 膜 炎i-1・

一i-d

ll

!-1

一 ± 「±!ヨ 什;一 曲++ ・一 一1 什

一
甲

十 十1一一 一1
1一十十

1-1柵 ±
一 十

一
『 一

一

右 胸 膜 炎 「剴

一

2

1

ill

一一

一一

i1

一 ±E一 ± に,柵
卜一一i

一{一 レ ー

±
一 十

一 _;__
i

一 一 一

一一 『一 票一}　 一

方 胸 膜 炎 ・一穿
11_ ++L±_

}

;一

lI十
1一}柵

1-i一 十

一 一 匠
1 引 一}割 一 一 ±

一
　一}　

11

脚 氣1一 ガ
ー 　

1

一 帯}一

一

_ 十
1 _i柵

1

一
「

一 十

一 一1一 一 一 一一1十 一 一 ±

一 一

±1

++… 一i一 +Ll 柵 柵 一 十十
慢 性気管枝炎 「ガ

一 一}一 ±i一 柵 一{一 十

一 柵
1
一 一 +「 柵

1

冊L 什一 右 胸 膜 炎 「7
一 1± 1一一 一 ± 「 柵!± 一 十

一 左 胸 膜 炎 「引

一
1

ト_l

l11

-

1

一 曾 ± 「 十
,___

}_ 冊i柵 ,一 什
一 ± ÷ 一 ± 一 +1± 一 十

一 胸 腹 膜 結 核
兼第三胸骨骨瘍

一
2

一 柵!± 「 十 一 柵
」
一 一 十

一 ± 「 一 ± 一 十 一 一 ±

一 1
-

2
-

1
-

2

一1甘

}±
一 十 一 柵 柵 一 冒 十十

右 胸 膜 炎 一i± 一
1一 ± 一 柵 1柵

一 甘
一 什

}±1
一 十! 一 型+ 一 什一 左 胸 膜 炎

一 什 一!ヨ+ 一 一 帯1-1 一 十

一 左 胸 膜 刻 一
一 柵+LI什 一 帯1柵 ± 什1

2
-

1
-

2

一 ±i一;一 ± 一 惜
;

十 一 什

一 左 右 胸 膜 炎
一 朴 +1一 什 一 惜 柵 一 什
一 一 _}_1

1一

一 柵 十
一 什

一 右 胸 膜 炎
1 一 督 十1-1什 一 柵 珊

ヒ

一 什
2

-

1
-

2
-

1

一
せ ± ヒ}+ 一 ・H十 十十 一 什

一 一 什 .+一 南 一 柵i帯 ± 什
左 胸 膜 炎

一 一 _1一}_ 一 柵 ± 一 十

一 慢 性 多 蛮 性
関 節 炎

一 柵
1十十

[一 [+ 一 柵 柵 一 什
2 一 十 一}一 ± 一 剃 惜 一 什

一 左 胸 膜 炎
1 一 柵 柵 督 柵 一 柵 惜 柵 柵
2 一 十 朴 ± 督 一 辱 榊 柵 柵 柵

1■ 右 胸 膜 炎
1 一 柵 柵 柵 柵 _一 柵 惜 惜 帯
2 一 朴1柵 ± 什 一 柵 柵 柵 柵

1∴ 直後判定(1)2・ 翌朝沈澱セル血球ニヨル判定(2)
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ルハ鴻上氏等 ノ唱 フルガ如 ク陽性率テ著 シク高

メ、而モ血清封照二自家抑制 テ起 サザルテ知 レ

リ。然 シテ結核補艦結合反慮施行上大 ナル障碍

トナリ反磨 テ不明確 トナ ス血清内抗山羊血球

正常溶血素 ノ除去二關 シテハ、山羊血球吸牧法

(中島㈹)テ實施 スル人モアレド、 コ・二長期氷

室内保存法 テ行 ヒ、血球 一ヨル吸牧法ハ之テ行

ハザ リキ。又一般 二定量的ニハ比較的確ナリト

云ハル ・補農逓檜法テ避 ケ、却 ツテ血清稀繹法

テ用 ヒタルハ、正常溶血素 ノ過量存在 ニヨリ濃

厚 ナル血清 テ有 スル試験管 二却 ツテ溶血 テ來

シ、所謂ParadoxeReaktionテ 生ズルコ トニ

ョリ惹起 スル制定上ノ錯誤 テ避 ケントシタルガ

爲 ナリ。

C、 補膿探取法拉 二補禮使用量

毎常一定ナル補禮 テ得 ル爲補盟憤 ノ減弱或ノ・第
一一次系 ト第二次系二封 スル親和力 ノ攣動 ヲ避 ク

ル目的 テ以 テ、海狽1匹 禮重約4009ヨ リ1同

3cc以 上 テ探血セズ、又1ケ 月2同 以上同一一一・一海

狼 テ使用 セズ、且又毎同必ズ4匹 以上ノ海狽 ノ

補禮 テ混合 シテ用 ピタリ。補禮 ハ毎常前夜遅 ク

探血 シー夜氷室二貯蔵 セルモ ノラ用 ヒ前試験 ト

本試験 ノ間二起ル補膿償 ノ攣動 テ避ケタリ。而

シテ補膿 二使用スル血清テ分離 スル際、各海猿

ノ血液 テ其 ノ儘混合 シ遠心沈澱スル時ハ、得 ラ

ル ・血清ハ著 シク溶血ス。然ルニ海猿血液 テ壁

島氏法 二依 リ虜理 シ個々二血清分離 テ行 ヒ、然

ル後之テ混合 セルモ ノハ溶血極 メテ少 ン。此 ノ

ニ檬 ノ異ナレル探取法 三ヨリ得 タル血清 ノ補膿

償 ハ或 ハ相違 アル可 シト思 ヒ、同一・海狽 ヨリ得

タル血液 テニ分 シ、一一ハ血液 ノ儘他 ノ撒匹 ノ海

猿 ノ血液 ト混 ジ、他ハ個々別々二血清分離後之

ヲ混合 シ此 ノ雨血清 ノ補膿債ラ比較 シタルニ下

記 ノ成績 テ得 タリ。(第6表)

依 ツテ先 ヅ海狼個々 ノ血清テ別々二分離 シ、然

ル後混合 シタル補膿 ノ方幾分強力 ナリト認 メ、

以下斯 ノ如キ方法ニヨリ補髄 テ探取 セリ。

補禮 ノ使用量ハ鴻上氏原法 ニ ヲ リテハ毎常15

倍 テ使用 ス トアリ、且又補髄 ノ稀繹倍撒ハ大 ナ

第6表

A個 々二血清 ヲ分離 ・yテ混和 セル補燈

B血 液 ヲ混合 ジタル後血清 ヲ分離セル補燈

一 モ リ ジ ソ1… ×
12・・×14・ ・×18・ ・×1・6・・×

燈

補IA 十= 十=1≡ 十十_ 柵

柵B 十= 十十_ ≡≡ 柵 ・1

ル程操 作法 ガ嚴密 ナ リ ト云 ハ レアルモ、余 ハ當

初15倍 量 ノ補膿 ニテハ 「ヘモ リジ ン」ノ使用 量

ガ濃厚 二過 ギル如 キ 揚合 二 屡 ≧遭遇 セル爲10

倍 量 ラ使用 スル コ トニ定 メタ リ。 カ ・ル相違 ノ

生 ジタル所以 ハ鴻 上氏 ノ用 ヒタル山羊血球 ハ同

時 二使用 セル「ヘモ リジ ン」テ製 出 スル爲 二家 兎

二注射 シタル山羊血球 ト同一 ノ山羊 ヨ リ探 血 セ

ルモ ノナル モ、余 ノ使 用 セル山羊血球 ト「ヘ モ リ

ジン」トノ間 一ハ 斯 ル關係 ナ シ。 弦 二於 テ雨者

ノ間 二血球 ト「ヘモ リジン」ト必親 和力 二於 テ或

ハ差異 テ存 セ シ爲 ナ ラ ンカ ト思 惟 セ ラル
。

D、 「アンチゲ ン」ノ使用量

「ア ンチゲ ン」使用量 ノ如何 ハ結核 補盟結 合反慮

テ行 フ上 ∴最 モ 重要 ナル問題 ナ リ。 帥 チ「アン

チゲ ン」使用量過少 ナル時 ハ 如何 二能 動力強 キ

「アンチゲ ン」ナ リ ト難 陽性傘 ノ著減 シ來 ルハ當

然 ナル ラ以 テナ リ。故 二吾人 ガ「ア ンチゲ ン」テ

使用 スル ニ際 シ自家抑 制 テ起 サザル範 園 二於 ケ

ル最大量 子使 用 セ ン ト試 ムルハ常識的 二首肯 サ

ル ・所 ナ リ。 サ レ ドー面能動力大 ナル「アンチ

ゲ ン」テタ トへ 自家抑 制 テ起 サ"ル 範 園 内 二於

テモ鹸 リニ過大 二使用 スル時 ハ健康 者 ニモ多撒

ノ弱 陽性出現 シ來 リ、此 ノ陽性 出現 ガ果 シテ抗

罷抗原 間 二起 ル特 異的補 燈結合反慮 ニ ヨ リテ生

ズル補禮 非働 ニ ヨル陽性 ナルカ
、或 ハ又血 清 二

存 スル非特異 性 ノ補艦 非働 物質 ト「アンチゲ ン」

二存 スル自家抑制 トノ蓄積 二基 ク非特異 的補禮

非働 二因 スル溶血阻 止ナル カ、刹 然 セザル コ ト

アリ。 斯 クノ如 キ現象 ハ 「アンチゲ ン」封照 ノ完

全溶血 ナル事實 ノ ミニテハ判定 スル能 ハズ
。要

スル ニ結核 ノ襯 豊結合反慮 二於 テハ「アンチグ

ン」ノ種類 二慮 ジ多数 ノ各 種實験例 ト臨躰的見

地 ラ照合 シテ其 ノ適 當 ナル使 用量 テ定 ムル ガ必
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要 ナ リ ト思考 セ ラル。此鮎 二關 シ鴻 上氏 ハ前掲

ノ「ア ンチゲ ン」使 用量 ラ定 メラ レタルモ余 ハ此

使用量 ノ更二素 ノ量テ以テ適當ナリト認 人

右 ニ ヨ リ結核補盟結合反磨 テ施行 セ リ.斯 ル程

度 ノ「アンチゲ ン」テ使用 ス ル トキハ 「アンチゲ

ン」ノ2倍 量封 照 ガ第二次系 二於 テ10分 以 内二

完全溶血 テ來 ス。此鮎 ハ封照 ノ完全溶血 テ來 ス

時 テ限度 トシテ直 二判定 テ 行 フベ シ トスル人

(中島)ノ 意 見 ト相異 ル塵 ニ シテ、斯 ル事實ハ使

用 セル「アンチゲ ン」ノ能 動力 ノ相違 ニ ヨルモ ノ

ナルベ シ。 シカ シテ今 「アンチグ ン」ノ使 用量 テ

減 ズル事 ニ ヨリ得 ラル ・操作 上 ノ利 盆 ハ封 照 ノ

完全溶 血後 更 二長 ク重湯煎 中二保 ツコ トニ ヨリ

判 定 ノ明確 トナル コ ト、及 ビ、 「ア ンチゲ ン」ノ

濃 度減 ズル コ トニ ヨリ「ア ンチゲ ン」ノ有 スル 白

濁 減 少 シ判定 テ容 易ナ ラシムル鮎 ナ リ。 シカ シ

テ又 由來優秀 ナル「ア ンチグ ン」ノ特 性ハ多少 ノ

濃度 ノ動揺(濃 度ハ 自家抑制 ノ 強弱 ニヨ リ決定

サル)ニ ヨ リ能動力 ノ上 二 多大 ノ影響 テ及 ボサ

ザ ル ノ鮎 ニ アリ。S.T.1ア ンチゲ ン」モ亦濃度 ノ

減少 ニヨ リ能動力 ノ上 二及 ボ サル ・影響 ハ極 メ

テ微 小 ナル テ認 メ得 タ リ。

E、 判定 ノ時期

鴻 上氏原法 ニ ヨ レバ判定 ハ第二次系直後 二1回

ナス ノ ミナルモ、余 ハ判定 テ第二次 系直後 一・1

同 行 ヒタル後、更 二氷 室 二約18時 間保 存 シ翌

朝 二至 リ沈澱 セル血球 ニ ヨリ第2同 ノ判 定 テ行

ピタ リ。 コノ2同 ノ判定 ラ比較 スル コ トニ ョリ

特 二注意 テ喚起 セル貼 テ認 メタル ラ以 テ右 二關

シテ後述 スル トコロ アルベ シ。從 ツテ成績 ノ記

載 バー→ 一、±→一或 ハ帯→十、帯→帯 ノ如 キ

形 式 テ探 リタリ。

F、 疑 問反慮(±)ノ 取 リ方

試験 管 内二認 メラル ・溶血阻 止 ノ判定 ハ、痕跡

溶血阻止テ以テ集)晴 以内ノ溶血阻止瑠
ム ル モ ノテ(+)言 迄 ノ溶血阻 止 テ認 ムル モノテ

(十)1ソ レ以上 ノ溶血阻 止 テ認 ムルモ ノテ(柵)ト

セ リ」然 ル時成績 ノ判 定 ラ行 フ際
、第一試験管

(血 清原液》ノミニ溶血 阻止 ラ認 ムルモ ノニ次 ノ

4種 アリ.

1、 十1十、2,・ 十{-b3、 十 、4s±

此 ノ際(1)、(2)、(3)ノ 三 形式 テ判 定 ノ成績

トシテハ(+〉 ナル成績 中ニー括 スルハー 般 二用

ヒラル ・塵 ナル モ、余 ノ實験 二於 テハ第 一試験

管 ノ芝+、 程度 ノ溶 血阻 止 テ示 スモ ノテ弱 陽性

トセズ、疑 問反慮(±)ト シテ取扱 ピタ リ。從 ツ

テ判 定成績 ノ上 二於 テ(±)ナ ル反 磨成績極 メテ

多 シ。斯 ル取扱 ヒテナ セル理 由ハ次 ノ如 シ。 即

チ徽毒補禮結合反慮 二於 テハ病原盟 ナル 「スピ

ロへ一 タパ リー ダ」ハ特 定 ナル 機會 二於 テ特定

ナル場所 ノ ミヨリ傳 染 スルモ ノナ レバ、徽毒 二

罹患 セ ザ ル人 ハ徽毒 ノ抗禮 テ其 ノ血 清 内二全

ク含有 セザルベ シ。從 ツテ假令、痕跡 ナ リト錐

モ徽毒補盟 結合反磨 二於 テ溶血阻 止 テ示 シ來 ル

時 ハ、直 チニ之 テ徽 毒罹 患 ト結 ビツケテ問題 ニ

ナ シ得ル ナ リ、然 レ共結核補禮 結合反慮 ノ場 合

二於 テハ之 ト全 ク事情 テ異 ニ シ
、結核菌 二封 シ

テ吾人 ハ常 二侵襲 サル ・機 會 テ有 シ、又大 多撒

ノ成人 バー度 ハ結核菌 ノ侵襲 テ蒙 リ之 テ征服 シ

或 ハ之 ト職 ヒツ ・アル ナ リ、極 言 スレバ タ ト〈・

1匹 ノ結核菌 テ吸 入 スル事 ニ ヨリテモ、之 二相

當 スル微量 ノ抗禮 ハ膿 内 二登 生 シ得可 キナ リ、

依 ツテ弦 二極 メテ鋭敏 ナル 「ア ンチグ ン」蚊 ニ ソ

レニ相 當 スル術式 ラ得 ル ナ ラベ 集團生 活 テ螢

ム大 多数 ノ健康者 二於 テ結核補禮結 合反慮 テ施

行 スル トキ其結果 ハ陽性 二現 ハ レ來 ルモ ノ ト想

像 シ得 ラル。又假 令、常 二血清 中 二多量 二存 セ

ズ トモ・ ア～レモ ノハ組織 二沈著 シア リテ時 ニョ

リ血清 内二移行 スル場合 モ アルベ ク
、現 二補燈

結合反慮陰性 ナル慢性 關節 「レウマ チス」患者 二

連鎖状球菌 「ワ クチ ン」テ注射 シ、補禮結 合反磨

テ陽性 二出現 セシメ
、組織 二附著 セル補盟結合

物質 テ血 中 二 出現 セシメ タ リ トナス人 ア リ(A .

B・BakerandM.Wetherby(43))
。弦 二於 テ結

核補膿結合反慮 へ 徽翻 舗 結 合反 慮 ノ女ロキモ

ノ ト相違 シ其結果 ノ制 定上匠 々 ノ異 論 テ生 ジ來

ル所以 テ有 スルナ リ.然 モー一面結核補 禮結合反

慮 ラ施 行 スル ニ際 シ「ア ンチグ ン」使 用量
、「ヘモ
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リジン」使用量、補禮 ノ性質、血球 ノ抵抗性、重

盈煎温度 ノ微小 ナル高低、室温 ノ影響、等極 メ

テ多種多様 ノ要約 ガ溶血阻止ノ程度 二關與 シ來

ルモ ノナレバ試験管内 ノ溶血阻止 ガ(±)或 ハ

(十)ナ ル事ハ術式 ノ上 ヨリ考 フルモ毎常確然 タ

ル差 アルモ ノニ非ズ。以上述ベタル結核補禮結

合物質 ノ嚢生 ノ由來蛇二結核補禮結合反慮術式

ノ精度 ヨリ思考 シテ第一試験管 二於 テバ(十)

程度 ノ溶血阻止テ有 スルモノハ(±)ナ ル疑問反

慮中ニー括 シ(±)ナ ル反慮 テバ廣範園二定メタ

ルナ リ。 。.

3.胸 部 「vン トゲ ン」寓 眞所 見

胸部「レントゲ ン」爲眞所見ハ大里教授 ノ分類法

二從 ヒ記載 セリ。即 チ

1.初 期結核

初期攣化群

鎖骨下浸潤

早期室洞、娘浸潤、肺門部間連絡、病竈周

園炎(perifccaleInfiltration)

肺尖結核

斑黒胡犬局所陰騎

肺尖部澗濁

結核性肺門部病攣

肺門周園浸潤(Redeker>

肺門淋巴腺腫脹

2.肺 疹.

結節形成型

細葉性結節型肺擁

硬結型

肺炎型結核性浸潤

播種性結核

3.胸 膜炎

滲出性胸膜炎

G・P多 董 ノ滲出液瀦溜、或 ハ廣汎 ナル腓

脂

K-P中 等量或ハ少量 ノ滲出液瀦溜或 バー

側ノ初 下ノ朧

癒著性胸膜炎

漿液氣胸

口

皓

風

卜

響
宰
爵
解
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臥
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氣 胸

4.其 ノ他

塵肺症

然 シテ之 二、氣管枝周園炎拉亭肺門結核 ノニ項

ラ加へ記載 セリ。

4.日 課

湊 海軍病院入院患者 二封 シテハ、 日課 テ定 メ、

病状 ニ ヨリ適當 ナル起居状態 テ規 定 ス。 日課 ハ

甲、乙、乙丙、 丙、丁、要荷 ノ六種類 ニ シテ、

内容 ハ別記第7表 二示 ス所 二從 フ。

實験成績

本實験 テ被検者ハ湊海軍病院 二昭和11年3月

ヨリ、昭和11年10月 ノ間二於 テ入院 セル呼吸

器疾患 テ圭 トシ、臨躰症駄 ナキー般健康兵員ハ、

横須賀海軍病院拉二、湊海軍病院二勤務 中ノ看

護 兵ナリ。

結核補禮結合反磨陽性度二關 スル以下ノ各表二

於 テへ 煩雑ラ避 ケ疑問反慮(±)テ(一)ノ 部 二

第8表
一一

1直 後到 定 時期

1翌 朝

肺 結 核

危 篤 ナル肺 結 核

胸 腹 膜 結 核

胸 膜 炎

慢 性 氣 管 枝 炎
レ骨 結 核

慢性關節 「レウマチ
ス」生骨紳経痛、脚氣

骨 折 脱 臼

湊 健 康 兵 員
一

横須 賀健 康 兵員

骨折脱臼並健康者計

1徴 毒Wa.R.陽 性 者

一1+囲 帯

算入 シ陰性 トシテ取扱 ピタリ。

爾症類別ノ病名ハ海軍 二於 テ常用サル ・定義 二

從 ヒタリ。即 チ肺結核ナル病名ハ開放性肺結核

テ意味 シ、慢性氣管枝炎ハ疑似、或 ハ初期結核

ト云ハルベキ者ラ含 ミ、胸腹膜結核 ハ開放性ナ

ラザル肺結核ニシテ腹膜炎症状 テ合併スルモノ

テ含ム。
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第9表 各種ノ列定標準ヨリ見タル症類別結核補趙結合反磨陽性率ノ表

核結肺

核結肺ルナ篤危

核結膜腹胸

炎膜胸

慢 性 氣 管 枝 炎

矯 一二 結 核
! 慢性關節「

レウマチス」、

脚氣、生骨紳経痛

骨 折、 脱 臼

礫 離 牒 騰 離 樫中薩径1例
、糾

100万勇訓

91.3%

89.3%

81.1%

33.3%

儒;;募1

40.0%

78.3%

75.9%i

一6.o%

33.3%

38.5%

20.8%

80。0%

69.6%

69.6%

56.8% .

33.3%

38.9%

12.5%

73.3ヲ6

20.0%

47.9%

58.9%

46.0%

33.3%

11.1%

8.3%
ず
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湊 健 康 兵 員 47.8% 23.9% 23.8% 15.2% 46

横 須 賀 健 康 兵 員 26.2% 11.9% 6.0% 3.0% 134

非 結 核 患 者 33.3% 14.0% 11.5% 6.5% 204

Wa.R.陽 性 者

一

100.0% 100.0ラ 。 100.0% 84.6% 13

第10表 結核補髄結合反慮 ト胸部X線 窮眞所見トノ關係

剣定畷 論
一 +囲 柵

計
+囲 柵

計
粁1柵

計
柵
一

一 十 什 柵

進 行 セ ル 肺 結 核 0 0 (1) (1) 死前(2
)
1 2 0 3 1 2 3 3 9(11)

0 0 1

1

0

0

1 1 3 0 4 5 1 6 6

1

17G.P.
一 一}　 ▼一 一

肺 門 結 核 1 2 4 1 0 0 1 1 1
一一

4

2 8

肺 門 周 園 寝 潤 三
ユ
0

『-

1

i
8

1 1

涯
1

0

1一
〇

6 1
一一 一 一

12『
3

2 〇
一 一一

2

3 5 9 3 21

7

1

19 9 23 18 17 35
一 一}

4

11 86K.P.
一 一 一 一一 皿}一}-T}一 一

肺 尖 楓 濁 2 0 0 3 2 2 2

1

11
一

肺尖斑黙 状局所陰影 1-
〇

-

i
O

1 0 3 0 0

0

0 0 1 2 3 7

氣 管 枝 周 圃 炎 0
一⊥
0

0 0 0 0 4 1 5 2 7

肺 門 淋 巴 腺 腫 脹 4 15 2 4 0 6 10 1 11 3 35

氣 胸 1 0 0 1 0 1 〇
-

1

1 0 0 0 1 3

初 期 攣 化 群 1 3 1 0 5 3 0 4 4 3 7 3 19
一

早 期 浸 潤 2 0 1 0 3 4 1 0 5 3

3

3

1 4 1 13

癒 著 性 肋 膜 炎 』 1 3 0 4 1 1 1

0

3 1 4 1 12

0.B. 512 1 0 8 1 3

『

4 1 4 1 17
1

進行 セル肺結核、拉 二廣汎ナル胸膜 ノ滲出液瀦

溜叉ハ餅脂 ノ像 ラ認ムルモ ノニ於テ翌朝判定成

績 ノ陽性卒約100%テ 示 シ、 コトニ中等度以上

ノ陽性者多ク約70%強 陽性者約35%テ 算 ス。

結核性疾患 ノ臨躰所見 テ有 スルモ胸部X線 所 見

第11表

・二著憂 テ認 メ難キ17例 中8例 翌朝判定 ノ成績

陰 性ニシテ陽性傘約60%、 中等度以上陽性者約

30%、 最強度陽性者約6%ナ リ.其 他各種 ノ胸

部X線 陰騎 ト結核補龍結合反磨陽性度 トノ間ニ

ハ特記 スベキ貼 ナシ。

結核補髄結合反晦 ト日課 トノ關係

轟麟
一+1什1柵
1

計
+1什1柵

計
什困 惜

例数
　 　一　 　

一

十 督
計
柵

甲 5

乙 7

乙 丙4

丙 9

丁 3

要 荷1

計 29

3

3

3

,∂

011 4

22

3「2

32

2 2

1616

116 3

0 8 3

014 7

0 8 3

1 6 4

26324

5

1

1

6

4

2

19

0 911

1 510

0 4 7

11412

1 8 5

0 6 6

34651

112 4 36

717 7 45

0 7 2 21

113445

611

39

5 32

6 27

186928206

マ ン トー皮 内反慮10mm以 下 ナルモ ノニ就 キ

考察 テ加 フル ニ、陰性 「アネル ギー」ト思 ハル ・

肺結核3名 、胸膜 炎12名 、慢 性氣管枝炎5名 、

慢 性多嚢性 關節炎1名 、坐骨瀞経痛1名 、脚氣

2名 アリ。ヱ主 トー反 内反鷹iハ 概 ネ2000倍 「ツ

ベル ク リン」ラ用 ヒ タ ル 成績(一 部 二1000倍

「ツベル クリン」テ用 ヒタ リ)ナ レバ
、10mm以

下 テ以 テヱ ン トニ皮 内反慮陰 性 ナ リトハ云 ヒ難
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第12表 結核補盟結合反磨 トマソトー皮内反慮 トノ關係

艦 期麟
一1+囲 帯

計
+1什 柵

計
++1州

1計

1

柵
一
帯
総 計

一 十 什

長裡20mm以 上 10
-

6

2 2 1 15 6

-

8

6

-

6

〇

-

1

12 10

-

19

-

13
-

8

-

50

2

-

6

-

6

-

3

-

17

1211 　 40

15

;

25i10 64賜 濫誹 2 6 0 14

副 認誹 5 8 2 0 15 6

-

1

一

5 2 13 19113
2

1-

}・
1-

125

60

11 24
長径10mm以 下 6 0 4 1 11 〇

-

3

1

計 27

;

・21・41 2 55

〇

-

21!17
1

41 67 188
1

第13表 結核補膣結合反磨 ト縛蹄 トノ關係

1麟
■+1州 惜 計

十 什1柵
計 刑 柵 計

柵
1総 計

一 十 什 州
治 退 14 7 8 1 30 10 5 1 16 25 6 31 6 84

輕 退 3 5 1 0 9 3 3 0 6 4 2 6 3 24

免 退 5 0 1 0 6 2 1 0 3 5 1 6 2 17

死 亡 0 0 2 1 3 1 2 0 3 2 1 3 1 10
一

入院中 6 5 4 0 15 8 8 2 18 15 9 24 15 72

縛 院 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 2

計 28 17 16 2 63 25 19 3 47 51 19
170
38 209

キモ、マ ントー皮内反慮陽性度 ト結核補盟結合

反慮陽性度 トノ間二存 スル關係ハ之テ以テ窺 ヒ

得ベ シ。即チ雨者 ノ間ニハ相互的關係全 ク無キ

モノ ト認 メタ リ。

即チ結核補禮結合反慮爾強陽性ナルニ拘 ラズ臨

躰的ニハ全治 ト認メ退院セシメタルモ ノ6名 ア

リ又全治退院者中陰性者30名 二封 シ陽性者53

名 テ算 シ、 全治退院者 ノ約64%ハ 結核補禮結

合反慮陽性ナリ。輕快退院二於テハ強陽性者3

第14表

名アリ陽性者ハ約62%ナ リ。免役退院 二於テハ

強陽性者2名 、陽性者ハ約64%、 入院 中ノ者 ニ

アリテ・・強陽性15名 、陽性者約80%テ 示 シ、

退院者 ノ李均約64%ヨ リモ陽性者 ノ比卒大ナ

?。 一面全治 ト看倣サレ退院 セル陽性者ニシテ

牛年以内二肺結核症 テ叢病 セルモノ1名 アリ。

但 シ以上ノ成績ハ退院直前1成 績 ニハ アラザル

テ以 テ、退院直前 二於 テ検査 ラ施行 スルナ ラバ

陽性者 ノ退院者二於ケル比率 ハ更 二減少 スベキ

結核補燈結合反慮 ト赤血球沈降速度(中等質)トノ關係
1

一 鵬 一1+囲 帯
計
+囲 柵

計
骨1柵

計
惜

柵
総 計

一 十 朴

8mm以 下 20 8 8

2

1 39 9 5

2

5

3

1

1

0

16 19 5 24 7

5

83

9mm→15mm 3

3

1
-

1

1

3

3

0

0

1

0

8 7 10 9

13

3

5

3

6

12 35

16mm→25mm 2 8 4 9 19 4 40

26mm→35mm 1 2 5 0 0 3 1 4 3

5

15

36mm→50mm 1

1

1 3 3 2 1 6 3 8 22

50mm以 上 0 0

2

2 3

26

1

18

0 43

i52
0 3 4 13

計 29 17 15 65 3 47 18 70 28 208
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モ ノ ト思考 ス。

即 チ中等以 上陽性 二結核補骸結合反磨 テ示 スモ

ノハ、赤血球沈降速度、8mm以 下 二於 テ約37

%、9mm→15mm二 於 テ約48%、16mm→25

mm二 於 テ57%、26mm→35mm二 於 テ46%

36mm→50mm二 於 テ約51%、50mm以 上 二

於 テ約53%テ 示 シ最強度 陽性者 ハ8mm以 下

約8%、9mm→15mm約14%、16mm→25

mm約10%、26mm→35mm約20%、36mm

→50mm約22%、50mm以 上約30%テ 示 シ、

第16表

最強度陽性者二於テ比較的赤血球沈降速度促進

セルモノ多キが如 シ。

結核補膿結合反磨 ノ連績的検査成績

4月 ヨリ10月 ノ間二於テ、74例 二就キ結核補

膿結合反慮 テ、2同 乃至5同 二亙 リ實施 シ、同

時二赤血球沈降速度測定、肺活量拉二禮重測定

テ行 ヒ、一部 ノマ ントー皮内反慮テ施行 シ、大

部分 二就 キ前、後 二於 テ胸部 「レ」線爲眞検査 テ

行 ヒ、一般臨躰所見 ト照合 シテ此間二於ケル具

禮的事實 テ把握 セント試 ミ、次 ノ如キ實験成績

結核補燈結合反慮陽性度ノ愛化 ト病勢ノ攣化 トノ關係

謀 恢復 不 攣 堆 悪 計 恢 復 率

不

墾

陰 性 或 ハ 弱 陽 性24 5
一 時 培悪(1)

0
30 80.〇 十8.15%一

中 等 度 陽 性6 4 1 11 54.5±20.32%

強 陽 性2 5 2 9 22.2±31,22%

陽 性 度 次 第 二減 弱13 1 死 前(2) 16 死 前 塘 悪 ヲ除 ク
92.8±22.72%

陽 性 度 次 第 二」曾強1 2 3 6 16.6±37.1%

陽 性 度 不 定1 1 1 3

計47 17 10 74 63.5+7.00%
i

械復奉ハ例数少キ爲、統計的二有意義 ナル設明ヲナス能ノ・ズ、正確ナル剃断 ヲ加 フル爲 ニノ・更二多数 ノ實

験例 ヲ必要 トスベジ。一時墳悪 トアル・・以前ヨリアリシ右胸膜炎二再ビ多量 ノ滲出液瀦溜ヲ來セルモノ

テ得 タリ。24例 、病状 二攣化 ナ キモ ノ5例 、増悪 セル モ ノ

第17表 結核補饅結合反慮 ト赤血球沈降 ナ ク、一時檜 悪 セルモ ノ1例 テ認 人 結核補膿結

速度 ノ縫績的襯察二於ケル相互關係 合反慮陽性度終始著 シク強 カ リシモ ノ9例 中
、

渋
終 始 弱 陽 性
叉 ハ 陰 性

終始強度陽性

減 少

加

陰 性 「ア ネル ギ
・一」トナ γル モ ノ

計

著髪ナ
キモノ

19

14

10

3

1

47

墳加

1

1

0

1

1

4

減少

9

6

3

1

0

19

計

29

11

13

5

2

71

74例 中K.R不 定 ナリシ3例 及 ビ途中二於

テ滲出性胸膜炎ヲ蛋症 セル1例 ヲ除外セリ

即 チ、結核補髄結合反慮終始陰性、或 ハ弱 陽姓

ナ リシ結核性疾患30例 中、 候復 二 向ヘルモ ノ

恢復2例 、不攣5例 、増 悪2例 。終始 中等度 陽

性 ナ リシモ ノ11例 中、恢 復6例 、不攣4例 、檜

悪1例 ナ リ。 陽性度次 第 二 減弱 セルモ ノ16例

中、恢復13例 、 死 亡前減弱2例 、 不攣1例 テ

示 シ、陽性度次 第 二檜加 セル6例 ハ、帳復 二向

ヘルモ ノ1例
、不攣2例 、檜 悪3例 ナ リ.陽 性

度一時檜加 シ、再 ビ減 少 セル1例 ハ、之 二相 當

スル臨躰 的攣 化 ラ認 メズ
。次 第 二快方 二赴 キ、

陽性度一時減少 シ、再 ビ檜加 セル2例 中、1例

ハ特 二臨躰 的所 見 ト關係 テ見出 シ得 ズ
、一例 ハ

ー時重篤 二陥 リ
、再 ビ核i復 セル モ ノニ シテ、陰

性 「アネルギー」ガ絶封死 ノ表徴 ナ ラザル適例 ト

コ匡 フ ベ シ。

赤血球沈降速度反慮 ノ攣化 トノ間ニハ特二關係
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テ認 メ得 ザ リキ。

之 テ要 スル ニ観察期間極 メテ短 カカ リシ爲t大

多数 二於 テ著 明 ナル攣化 テ見 ル能 ハザ リシモ、

結核補禮 結合反慮 テ連絡 的 二検 査 シ其沿長 テ観

察 スル トキハ、結核性疾 患 ノ豫後 テ トスル上 二

於 テ、重要 ナル参考的知見 テ得 ラル ・モ ノナル

テ認 メタ リ。 サ レ ド例撒術少 キ爲1統 計的 二明

言 スル ラ得 ザ リキ。

抗 禮 吸 収 ニ ヨ ノレ鑑 別 法

本法 ハ二様 ノ目的 二向 ツテ使 用 セ ラル。 第 一一ハ

徽 毒血清 二封 スル類屡反応 ノ鑑 別 ニ シテ、第 二

ハ外観 上 ノ健康者 二於 ケル結核 補禮結 合反磨 ノ

特 異性反慮 ナ リヤ1非 特 異性反慮 ナ リヤ ノ判 定

二使 用 セ ラ ル ・ナ リ.抗 膿吸牧 ナ ル 方法 ハ

Ehrlich,MorgenrotCastellani氏 等 二依 ツテ

創 始 セ ラレタルモ ノニ シテ、 近 時Witebsky

u.Klingenstein氏 等 ハG.1.Farbindustrie

ノ乾 燥結核 菌粉 末 テ吸著元 トシテ結核 ノ抗禮 テ

完全 二除 去 シ、又牛心 「エキス」ノ乾燥 シタルモ

ノテ徽 毒血清 二吸著 セ シム ル コ トニ ヨリエ氏

反慮物 質 ヲ完全 二除 去 シタ リ。鴻上博士 ハS.T

菌 ニ ョリ吸牧試験 テ行 ヒ優秀 ニ シテ完全 ナル成

績 テ得 ラレタ リ、余 ハS.T菌 ラ用 ヒ鴻 上氏 法 ニ

ョリ臨休的 二健康 ト思 ハル ・者 ノ結核神髄結合

反磨陽性血清19例 、 陰性血 清2例 、 微 意陽性

血 清3例 二就 キ抗膿 吸牧 テ行 ヒ満 足 スベ キ結果

ラ得 タリ。

1.實 験方法

吸著元 タル乾燥S.T菌 粉末ハ悉 ク之 ラ鴻上博士

ヨリ分與サレタルモ ノテ用 ヒタルモ、以下簡輩

二其製法 テ記述 スルニ、先ヅS.T菌 株 テRoux

氏「コルベ ン」内「グリセリン」肉汁二5日 間培養

セルモ ノヲ、撮氏100度 漁熱30分 間滅菌 シ、菌

禮 ノミテ濾別ス。之テ乳鉢 ニテ細挫 シ、水ニテ

洗 ヒ、遠心沈澱 シ、4,5同 此操作 テ繰返ヘ シタ

ル後、菌艦 ノミラ取 り囁氏90度 ノ乾熱器 ニテ

乾燥 セシメタル後、更二硫酸乾燥器 内ニテ完全

二乾燥 セ シメ、乳鉢 ニテ充分細挫 シS.T菌 乾燥

粉末 トシテ貯蔵 ス。

吸著試験實施 二當 リテハ、乳鉢内二被検血清1

cc二封 シ乾燥粉末菌5mg位 ノ割二加へ、瑠璃

乳鉢ニテ菌粉 テ磨細 シ、抗禮吸著 テ容易ナラシ

ムr斯 クシテ得 タル血清菌浮游液 テ遠心沈澱管

二人 レ、 囁氏37度 重湯煎 二1時 間乃至1時 間

牛措置 ス、此間15分 毎 二沈澱管 テヨク振盈 シ

テ内容 ノ混和 テ計ル、重湯煎 内所定時間後、1

分間3000同 遠心沈澱30分 間行 ヒ上清血清 ラ採

取 シ試験 二供 ス。叉吸牧 ラ完了 シタル血清二就

キ直 二結核補禮結合反慮 テ行ハザル場合 二於 テ

モ、血清ハ菌膿 ト分離 シ保存 シ置クモ ノトス。

2,實 験成績

即 チ看護科勤務員らシテ結核神燈結合反応 ノ陽

:第18表S.T菌 末 ニヨル抗髄吸牧實験成績

氏 名1制定㈱

直 後

翌 朝

　1直 後

一r
翌 朝

直 後

翌 朝

廃 置

吸 牧

無虜置

吸 牧

無慮置

吸 牧

無庫置

吸 牧

無虎置

吸 牧

無塵置

吸 取

無慮置

1×

十

帯

±

什

柵

柵

柵

柵

2×

±

什

柵

十

y十 十

4×

±

±

±

8×

十 一

16× 32× 判定

十 一

十

±

十

十

十

十

十

W
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一吸

十十置無
直 後

一

十三
吸 牧

十 一十置無
翌、 朝

±一一±吸

一帯柵

一一±

無虜置

吸 牧

直 後

什一一十十措置無
翌 朝

十 一

十十

一十吸 牧

一一±柵置無

一一吸

十±十十十置無

後

一
朝

直

一
翌

一

十

一

±±柵

十一±±十

十十

吸 牧

無廃置

吸 取

無慮置

吸 牧

直 後

翌 朝

十什鼎置無
直 後

士±吸 収

十

三一
一一十措置無

一

一十

翌 朝

一什柵

一
二

一

十十±帯

十十十

十±什帯

士一±

吸 収

無廃置

吸 牧

無塵置

吸 牧

無麗麗

吸 牧

直 後

翌 朝

十±十十置無

直 後

翌 朝

二
十 〇十

柵帯柵

吸 収

置無
直 後

±±吸 取

替

十 一

十

一

冊冊置無
翌 朝

±十

二柵柵柵

±

柵什

±
『

吸 牧

無虜置

吸 取

直 後

置無
翌 朝

±±±±吸 収

冊柵±柵冊柵措置無
直 後

吸 牧

什器珊珊置無
翌 朝

十柵

±「±

十十十十冊

十十十惜

什±柵帯柵

吸 牧

無塵置

吸 牧

無塵置

吸 牧

無虞置

直 後

翌 朝

直 後

'
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、

翌 朝
吸 牧 十一 十 一 一 一 一 一 一 ± 十 一 一

無慮置 柵 冊 十 十 ± 一 一 朴 一

直 後
吸 取 一 一 一 一 一 一一 一 一 一

無塵置 什 柵 柵 ±
一 一 一 什 一

翌 朝
吸 」攻 一 一 「 一 一 一 一 一 一

無虜置 ± 十 軒 一 一 一 一 卦 一

咽

直 後
吸 敢 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無慮置 ± 什 帯 ± 一 一 一 什 一

翌 朝
吸 牧 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無慮置 一 一 一 一 一 一 一 一
マ

直 後
吸 牧 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無虜置 柵 柵 相 柵 督 ± 一 柵 一

翌:朝
吸 敢 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無虜置 十十 十 一 一 一 一 一 十 一

一 一

直 後
吸 敢 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無塵置 十 十 十 一 一 一 一 十 一

翌 朝
吸 牧 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無虜置 ± 一 一 一 一 一 一 ± 一

直 後
吸 牧 十 一 一 一 一 一 一 十 一 一

無虜置 柵 十 , 十十 督 什 一 一 帯 一

翌 朝
吸 牧5

無塵置1

徴 毒 陽 性 血 清 成 績

氏 名 齪 馴 虜 副1× 2×i4× 8×116×132× 判 劇w
直 後

吸 牧 什 十十 ± 一 一 一 一 十 十

無虜置 柵 帯 帯 柵 一 一 一 骨 十

翌 朝
吸 取 十 十 ± 一 一 一 一 十 十

無超置 柵 柵 柵 什 一 一 一 什 十

直 後
吸 取 柵 柵 柵 帯 什 什 十 柵 帯

無麗置 柵 帯 柵 柵 柵 惜 一 柵 柵

翌 朝
吸 敢 柵 柵 帯 十 十 十 十 柵 柵

無麸置 冊 柵 冊 冊 冊 柵 一 柵 帯一 一

直 後
吸 牧 帯 柵 柵 柵 柵 柵 柵 器 帯

無虜置 柵 惜 柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵

翌 朝
吸 攻 珊 柵 冊 冊 柵 十 一 柵 柵

無虜置 柵 冊 冊 柵 柵 柵 一 冊 帯

抗艦 ノ存在テ示 セルモ ノナルベ シ。叉結核補禮

結合反慮 ノ陰性血清二例 二於 テハ何 レモ抗罷吸

牧腿置テ加 フルコトニヨリ被検血清 二却 ツテ自

家抑制テ惹起 セシムルガ 如キ現象 テ認 メザ リ.

キ 。

性 ナル者 ノ抗農ハ何 レモ殆 ンビ完全 二吸牧 セラ

レタルテ以 テ、弦 二示サ レタル補膿非働 ハS.丁

菌 二封 シ特異性ナリト断言 シ得可 ク、余 ノ實験

シタル少撒 ノ徽 毒血清二於 テモ輕度 ノ陽陞度減

弱 テ見タルモ ノアルへS.T菌 二封 スル特異性

絡括拉二考案
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1.一 般 成績 二就 テ、A.Schminckeノ 謂 フ如

ク「ア レル ギー」テバ個盟 ガ細菌 トノ間 二構成 ス

ルカ ノ状態 トシテ概括的 二見 ルナ ラバ、結核特

異性 ナル各種 ノ現象 ハ何 レモ「アレル ギー」ノー

表現 邑 シテ、熊谷教授 ノ謂 ハル ・如 ク、結核補

禮結合反磨 ハ、禮液 「ア レル ギー」ナル言葉 テ以

テ表現 サル ・ハ當然 ナルベ シ。

Bieling,Schmincke等 ノ 掲逸 學派 ニ ヨレバ、

個 禮 二結核菌 ノ侵 入 スル ヤ、舷 二各種 ノ抗禮 テ

生 ジ、殺 菌作 用行 ハ レツ ・、一面個 膿 ハ感 作 セ

ラレテ過敏 ト ナ リ毒素過敏性相Giftempfin-

dlichkeitsphaseラ 呈 シ、 ツfデ 時 ノ経過 ト

共 二毒素過敏 性相 ハ次 第 二減退 シ毒素 ハ禮細胞

ニ ヨリ無 毒、無刺戟 ナルモ ノニ分解 サ レ、毒 素

過敏 性相 ニ ョリ惹起 セ ラレタル憂化廣範 ナル乾

酪 化、軟化、病竈周 園浸潤 、病竈周園 出血、肺

門加答見、血 管 内皮結 節、剥離性肺 炎等 ハ檜殖性

反磨 ニ ヨリ置換 セラレ個燈 ハGiftfestigkeits-

Phase抗 煮 性相、 トナ リ來 ル。然 レ共、コノ置

換 ハ恒久的 ナル モ ノニ非 ズ シテ、個罷 ハ、個禮

ト細 菌 トノ間 二於 ケ ル 力學的均衡 ノ攣轄 ニヨ

リ或 ハ毒素過敏性 ナル然態 二、或 ハ毒素不感性

ナル状態 二攣化 ス。弦 二於 テ、結核 二起 因 スル

各種 ノ現 象或 ハ反磨 ハ、個禮 ガ此雨相 ノ協調的

作用 ニ ヨリ支持 セ ラル ・各瞬 間 ニオケル現象、

或 ハ及慮 ト考 へ得 ベ シ。之 二封 シー般 臨躰家 ノ

陥 リツ ・アル誤謬 テバAlbert(36)ハE欠 ノ如 ク指

摘 セ リ。即 チ氏 ハニユー トンガ、引力 ノ法則 テ

設明 スルニ當 リ、 「物禮 ノ落下 スル 事實 ガ 宛 毛

地球 ノ中心 二引力 ガ アル カ ノ如 ク見 手 シ故 二、

弦 二引力 ナル語 テ用 ヒタ リ。」ト謂 ヘル言葉 テ引

用 シ、 「アレルギー」、発疫等 モ之 ト同檬 ニ シテ、

是等 ノ現象 ハ再 活動 トカ、病竈反庶 トカニ封 シ

テ ノ随件現象 トハ見倣 シ得 テモ、決 シテ原 因 一

ハ非 ズ。之 テ目的論的 二考 へ宛 モ是等 ノ現 象ガ

結核病竈 二起 ル現 象 ノ原因 ナル如 ク思惟 シ、過

敏 性 「ア レルギー」ガ滲出性病攣 テ、免疫 性 「アレ

ル ギー」ガ檜殖性病憂 ラ起 ス原 因 ノ如 ク考 フル

ノ、過 リナ リ ト謂 ヘ リ.從 ツテ結核補 髄結 合反慮

其他 ノ比較的軍純 ナル特 異性反鷹 ト、複雑 極 マ

ル要約 ノ髪化即 チ、個罷 ノ先 天性蛇 二後天性免

疫膿 質、侵襲 セル結核菌 ノ毒 力、環 境 ノ如何等

_ヨ リ左右 セラル ・個 膿 ノ豫後 トノ間 二於 テ全

面的直接關係 テ認 メ得 ズ トスル モ、理論的 ニハ

寧 ロ當然 ニ シテ、斯 ル所 二強 テ全面 的直接關係

ヲ見出 サ ン ト努力 スルノ・、宛 モ木 二縁 リテ魚 テ

求 ムル ノ類 ナルベ シ.從 來、個禮 ノ豫後 テ簡 軍

二明示 シ得 ル血 清或 ハ其他 ノ反慮 テ求 ノ ン トシ

テ、斯 ル特異性反慮 テ追及 シ改良 二努 メツ ・ア

ル歌態 ナルガ、一歩退 キ テ考 フール吾人 ガ欲 ス

ル如 キ反磨 ノ存在 スベ キ謂 レナ シ トモ思考 サル

ル ナ リ.從 ツテ今 、結 核、補禮結合反 癒 ガ個膣

ノ豫後 ト全面的直接 關係 テ有 セズ トモ、之 テ以

テ ノミ結核補艦結合反磨 ノ臨躰償値特 二劣 レル

ガ如 ク謂 フハ過 リナ リ。結核補 髄結合反慮 ガ嚴

タル結核特異性 ラ有 スル以上、此反磨 テ追及 ス

ル コ トニヨ リ、結核 ト個禮 ノ雫圖 ノ機微 テ窺 ヒ、

他 ノ反磨、或 ハ検 査 ニ ヨ リテ知 ル能 ハザル事實

ラ把握 セ ント企 圖 スル ガ 最 モ 妥 當 ナルベキナ

リ。 斯 ル観念 ノ上 二立 チテ鴻 上氏S.Trア ンチ

ゲ ン」ニ ヨル結核補艦結合反磨 テ 観察 シテ得 タ

ル今 日ノ成績 ハ、 此 ノ間 ノ機 微 二關 シー ツ示唆

ラ與 ヘタ リ ト思考 セ ラル。

從來登 表 サ レタル「アンチゲ ン」バー般 二臨躰 的

活動 性結核 二陽性卒高 キモ ノハ、 健康者 ニモ多

籔 ノ陽 性者 テ認 メラル ・ガ例 一 シテ、 コハー見

其 「アンチゲ ン」ノ特異性 テ 疑 ハル ・原 因 トナ

ル。叉・一面 「ア ンチゲ ン」一 ヨ リテハ
、臨躰 的

活動性結核 二陽性傘極 メテ高 キニ拘 ラズ非結核

ト認 メラル ・モ ノニ殆 ド零 二近 キ陽性卒 テ示 ス

ト言 フモ ノアリ。然 レ共 コハ健康者 二結核 補膿

結合反慮陰 性 ナ リ ト報 告 シ 自己 ノ創 製 セル 「ア

ンチゲ ンJ・ノ特異性 テ推奨 スル人 々 ガ、健 康者 ラ

バ如何 ナル標準 ニヨ リ取扱 ヒタルカ ニ重大 ナル

關係 ラ有 ス。胸部X線 爲眞検索 、赤血球沈降反

慮 既往症鵬 家族歴 、環境 、等 々 テバ嚴密 二調査

シ結核 トノ關係 テ否定 シテ得 タル モ ノニ結核補

麟 合反庶 ガ100%陰 陞 ナ リ トスル モ ノト
、軍
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ニー般 ノ病識 ナ ク日常勤務 シツ ・アル者 テ他 ノ

ー切 ノ臨躰 的診 断法 ト無關係 二所謂健康者 トシ

テ取扱 ヒ、結 核補 膿結合反慮 テ行 ヒ其 陽性率 テ

報 告 セル成績 トハ根 本的 二比較 スルテ得 ズ。余

ノ實験 二於 テー般健康兵員 二於 ケル陽性者 ハ何

レモS.T菌 膣 ニ ヨル呼牧試験 ニ ヨリ其補膿結 合

性抗 禮 テ吸牧 サ ル ・モ ノニ シテ紗 ク トモS.T菌

二封 シテハ嚴 タル特異 性反慮 ナ リ。先進諸家 ノ

業績 ニ ヨ レ バ 臨躰 的活動 性結核 一 陽性卒高 キ

「ア ンチゲ ン」ハ所 謂一般外観的健康者 ニモ高 キ

陽性卒 テ示 シ來 ル モ ノニ テ、其 間 ノ事情 ハ、徽

毒 陽性血清 二封 スル類属反慮 ノ關係 ト極 ノテヨ

ク相似 セル所 ア リ。 即 チ臨躰 的活動 性結核 二封

スル陽性率 ノ僅少 ナル上昇 二封 シ、徽毒 二封 ス

ル類属 反鷹 ハ 急劇 二 充縢 シ來 リ、 結核 二封 シ

100%陽 性 トナ レバ 徽 毒 二封 シテモ100%陽 性

トナ リ、結核 二封 シ50%程 度 ノ陽 性率 ヲ有 スル

者 ハ徽毒 二封 シテハ100%陰 性。結核 二封 シ70

-80%ノ 陽 性傘 テ有 スル 者 ハ 徽 毒 二封 シ20-

30%ノ 陽 性率 テ示 ス。斯 ル現象 ハ既 二鴻 ヒ博士

ノ報告 サ レタル虎 ニ シテ、之 ト同様 二健康 者或

ハ非結核 性疾患 二於 ケル陽性率 モ、臨躰的活動

性結核 二封 スル陽性傘 ガ増加 スルニ從 ヒ、之 二

比例 セズ、寧 ロ急劇 二増加 シ來 ル如 シ。然 シテ

此 關係 ハ第9表 二示 シタル如 ク各種 ノ基準 ニ ヨ

リ行 ヒタル判定成績 テ検討 スル コ トニ ヨ リ観察

シ得 ラル ・塵 ニ シテ、前述 セル如 ク第二次系 直

後 ノ判 定 ト、翌朝沈澱 セル血球 ニ ヨ リ行 ヒタル

刹 定 トノ間 二認 メ ラル ・陽性度 ノ相違 ハ、理論

的 二補 艦結合素 ガ補禮 トノ結 合 二於 テ密 ナ リシ

ヤ粗 ナ リシヤテ示 ス ト考 ヘ ラル ・故 二、此観 念

ノ上 二立 チ、第9表 二示 シタル各種 ノ判 定標準

ニ ョル成績 テ観察 ス レバ、是等 ノ相異 ナ レル陽

性卒 テ示 ス各成績 ハ、補膿結合素 ノ量 ノミナ ラ

ズ、質 的 ノ關係 テ示 セルモ ノト解 シ得 べ 久 余

ノ第9表A示 サル ・各種 ノ成績 ハ、一定 セル判

定規準 ニヨ リ能動 力異 ル各種 ノ「アンチゲ ン」テ

使 用 シ得 タル成績 ト相似 的 二考 へ得 ベ シ。 即 チ

直後判 定(一 ♪ノモ ノノ ミテ陰 性 トセル成績 ハ、、

最強度 ノ能 動 力 テ有 スル「ア ンチゲ ン」テ使 用 セ

ル場 合 ニ シテ、以下之 ヨ リ能動 力劣 ル各種 ノ「ア

ンチゲ ン」テ使 用セル成績 ト見倣 シ、此考 ヘ ノ下

二先進諸家 ニヨ リ叢 表 セラ レタル、各種 ノ「ア ン

チゲ ン」ニ ヨル成績 ト、今同余 ノ實験 ニ ヨル成績

トテ比較 シ、極 メテ興 味深 キ ヲ豊 エ タ リ。(第1

表 蓼照)

2、 直後判 定 ト翌朝判定 トノ間 二大差 アルモ ノ

ニ就 テ。

弦 二注意 スベ キハ直後 判 定 ト翌朝 血球沈澱 ニ ョ

リテ行 フ判 定 トノ間 二大差 アル モ ノニ シテ、十・

ガ+二 、帯 ガ十 二、攣化 スル程度 ノ反慮 ノ減弱

ハ或 ヒバ大 ナル問題 トナ ラザ ルベ キモ、一方 二

帯 →柵、十 →十、+→+ノ 如 キ成績 テ示 ス血清

アルニ拘 ラズ他方 二於 テ十 ガ±、 又 バー二甚 シ

キハ十 ガ±、又 バー二減弱 スル ガ如 キモ ノテ見

ル ハ、 コ ・二何 等 カ ノ特殊 ナル読 明 ナ ク シテ、

斯 ル現 象 テバ黙過 シ得 ザルナ リ。結核 補膿結合

反慮 ノ上 二於 テカ ・ル事象 ノ生 ジ來 ル原 因二封

シ、軍二第二次 系重湯煎 血温保持 ノ時間 ガ短時

間15分 ナル テ以 テ反慮 ノ起 リ方充分 ナ ラズ、第

二次 系直後判 定 テナセル後 時間 ノ経過 二從 ヒ溶

血 ノ進行 スルハ當然 ナ リ トスル考 ヘハ當 ラズ。

何 トナ レバ血 清 二於 テ アル モ ノハ直後判 定 ト翌

朝判定 トノ間 二大差 ナ久 アルモ ノハ大差 テ認

メ、 明 カニコ ・二血清 ノ有 スル個 々 ノ性 質 ノ關

與 シ居 レル テバ考 ヘ ラル ・テ以 テナ リ。從 ツテ

此 ノ場合 力 ・ル反慮 度 ノ減弱 テ生 ジ來 ル理 由 ハ

次 ノニ方面 ヨリ考 へ得 ル ノ ミナ リ。 即 チ其一 ハ

血 清 ノ種 類 ニ ヨリテ溶lfD.系 ト補膿 トノ結 合 テ抑

制 スル作 用 アリ}第 二次系 直後時 間 ノ経 過 ト共

ニ コノ抑 制作用減弱 シ、補膿 ハ溶 血系 ト自由 二

結 合 スル テ得、其結果翌朝 二至 リ著 明 ノ溶血 テ

認 メラル、 ト設明 セ ン トスル モ ノーテ、其 ニ ハ

既 二第一次 系 ト結合 セル補膿 ガ其 結合密接 ナ ラ

ザル爲、 直後判 定後 更 二 長期 間第二次 系(溶 血

系)ト 同一試験管 内二 共 存 スル 間 ニー度結 合 セ

ル第一・次 系 ヨリ再 別離 テ起 シ、溶 血系 ノ方 二結

合 スル結果 、翌朝制定 二於 テ著 シキ溶 血 テ來 シ

、
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反 慮度 ノ減弱 トシテ認識 サル ・ナ リ トスル考 へ

方 ナ リ。 シカ レ共 第一 ノ読明ノ・血清封照 テ ヨク

観察 スル時、陽性度 ノ翌朝著 シク減弱 シ來 ルモ

ノ・血清封照 ガ 然 ラザル モ ノ ・血清封照 二 比

シ、第二次系 ノ経過 中二於 テ ヨリ多 ク溶血阻止

サ ル ・テ認 メ得 ザル鮎 テ考 へ合 ス トキ、事實上

根稼少 キモ ノ ト思考 セラル。 第ニ ノ考へ方 ハ血

清 内二存 スル補膣結合反慮 性抗禮 ノ補膣 テ結 合

スルカ ガ異常 二弱 キ爲 ナ リ ト解繹 スルモ ノナル

ー ヨリ、此 ノ読明 二從 ヒ観察 テ試 ムル時 ハ補膿

結合性抗 禮 ノ量 ノ ミナ ラズ其 性質 テモ察 知 シ得

ベ ク、之 テ臨躰例 ノ實際 ニツキ観察 テ行 ヒタル

庭 、第 ニ ノ考へ方 ニ ヨリ理 論的 二想像 セル庭 ト

極 メテ ヨク合致 セル現 象 テ認 メタ リ。依 テ以 下

實 例 ニツキ柳 力設 明 テ加 フベ シ。

1.病 状 陵復 ト卒行 シテ、陽性 ナ リシ結核補膿

結合反慮次 第 二陰 性 二移行 セル モノ ・中、特 二

著 明 ノ減弱 テ來 セル例 二就 テ観察 テ行 フー、第

1例 、木村{慢 性氣管枝 炎、5月 十→→十、7月

・十→ ±
、9月 ±→ 一10月 一→一 第2例 、大

野、右胸膜 炎、4月 十 →十 、5月 升→ ±、7月

+→ 一、第3例 、高橋、右胸膜炎、5月 十→什、

7月 朴→+、9月+→ ± テ示 セ リ。 即 チ何 レモ

結核補膿結合反慮陽性度 ノ減弱 スル場合、先 ヅL

一 夜氷室貯藏 後 ノ判定 二於 テ直後判定 二先立 チ

陽性度 ノ減弱 テ來 ステ認 メラ レ、 コハ量的 二補

禮結合物 質 ノ減少 スル以前 二、質的 二結合力 ノ

減弱 テ來 ステ示 スモ ノナ リ ト思考 セ ラル。 カ ・

ル例 ト異 リ、陽性度 ノ減弱 スル ニ際 シ、量的 ニ

モ質 的 ニモZF行 的 二補禮結合物質 ノ減少
、或 ハ

減弱 セルテ思 ハ シメタル場 合 モ アリ。 即 チ第4

例 、伊賀、右胸膜 炎 ハ、5月 升→十、7月+→

+、9月 ±→ ±、10月 一→ 一 ノ如 キ成績 テ示 シ

ダ リ。其他森 田、慢性氣管枝炎、3月 十→昔、

5月 十→±、上原、慢性氣 管枝炎、3月 十→十卜、

5月 升→± ハ退院 セル タ メ其後 ノ成績 テ知 ル能

ハザ リキモ、病歌 ヨリ察 シ第1、 第2、 第3例

二於 ケル ガ如 キ成績 テ示 スモ ノーア ラズ ヤ ト想

像 セラル。

2、 病状檜 悪 シ、陰性 「アネルギー1二 近 ヅケ ル

爲結核補膿結 合反慮減 弱 セル場合 ニア リテハ、

第1例 、山本、肺結核 ハ、3月 柵→十 テ示 シタ

ルモ、其後病状次 第 二悪化 シ、衰弱加 バ リ、9

日 目死亡8日 前 二於 ケル陽性度 ハ帯→ 一 テ示 シ

タ リ。 コハ明 カニ陰性 「アネル ギー」ノ表現 ガ、

「スクアロ、ツベル ク リン」ノ能動力優秀 ナル爲、

量 的ニハ爾多量 二補 禮結合物質存 スル モ質 的 ニ

ハ全 ク弱減 セル ヲ示 セル適例 ニ シテ、此説明 ハ

3月 二於 ケル成績 ト照合 シテモ極 メテ ヨク合致

シ、此 ノ際若 シ能動力薄 弱 ナル「アンチゲ ン」ラ

用 ヒタルナ ラバ、帯→ 一 ノ如 キ成績 ハ得 ラ レズ、

軍 二陰性 トシテ認 メ ラル ・モ ノナルベ シ、 第2

例 、 島田、肺結核 ハ、 死亡18日 前 二 於 テ十 →

一、第3例 、江 間、肺結核 ハ死 亡8日 前 二於 テ

升→± テ示 シ、何 レモ衰弱甚 シク、検 査施行時

ハ危篤 ノ歌態 ナ リキ。之 二反 シ、死亡8日 前 二

升→升 ナ リシ例、木元、肺結核 ア リ。此例 ハ臨

抹 的 二死 亡 テ豫知 シ得 ザ リシモ ノニ シテ、突然

心臓衰弱 テ來 シ死亡 セル場合 ナ リ、 カ ・ル諸例

テ通観 スル トキ、 「ス クアロ、 ツベル ク リン」ラ

以 テセル 結核補禮結合反慮 ニヨ レバ 陰性 「アネ

ルギー」トナル場合、補膿結 合物 質 ハ量的 二減 少

スル前 二結 合力 二於 テ質 的 二著 シク減弱 シ來 ル

モ ノナルテ察知 シ得 タリ.

3・ 非特異性補禮 非働 問題 二就 テ

使用 スル「アンチゲ ン」ノ量 二就 テハ、「アンチゲ

ン」性能動力 ノ薄弱 ナルモ ノー ア リテへ 支障 ノ

ナキ限 リノ範園 二於 テ極度 ノ大 量 テ使 用 セザ レ
ら

バ著 シク結核血清 二封 スル陽性傘不良 ナ リ
。然

ル ニ1ア ンチゲ ン」ノ能動力 ノ優秀 ナルモ ノニア

リテへ 「アンチゲ ン」テ過剰 二使 用 ス レバ
、肺

結核患者等 ニハ100%陽 性 ラ示 シ來 ルモ、其反

面 二於 テ臨躰的 二健康 ト思 ハル ・モ ノニモ陽性

傘著明 二檜 加 シ來 ル。此臨沐的 二健康 者 ト考 ヘ

ラル ・モ ノニ封 スル陽性傘 ノ甚 ダ多 キコ トハ
、

從來・健康者 二封 スル非特異的反慮 ナ リ トー概

二断 ゼ ラレテ「アンチゲ ン」ノ優秀性 二封 シテ
、

兎角 ノ批難 テ生 ズル元 トナ レル ナ リ.是 等 ノ黙
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テ考慮 シ、鴻 上氏等 ハ「ア ンチゲ ン」ノ使 用量 ト

シテ完全 溶血 テ 起 ス最 大量 ノ1/2量 テ探用 サ レ

タリ.然 ル ニ、 余 ノ 用 ヒタル 使用量 ハ 更 二其

1ん5ニ シテ
、即 チ完全溶 血 テ起 ス最大量 ノ'/3量

二相當 スル ニ拘 ラズ、却 ツテ結核性疾患 二於 テ

100%、 見懸 ケ ノ健 康者 二 於 テモ著 シク高 キ陽

性率 テ得 タ リ、 カ ・ル黙 ハ如何 ナル庭 二原 因 ス

ル ヤ テ考 フル ニ、

(1)余 ノ實験 二於 テハ、悉 ク血清 テ5日 間乃至

7日 間氷室 二貯藏 セ リ。 鴻 上氏等 ハ大多撒血清

テ非働性後一豊夜 乃至3日 後 二使用 サ レタリ。

非働 血清 ノ大 多撒 ハ非働 直後 ニハ多少溶血催進

性 アリテ、夫 ヨリ時間 ガ経 過 スルニ從 ヒ、多少

トモ自家抑制作用士曾張 シ來 ル。 此爲 二余 ノ實験

二於 テ陽性率高 キモ ノナルベ シ。

(皿)豫 備試験 ト本試験 ノ間 ノ時間問題

豫 備試験 二移 ル迄 二経過 シタル時間絵 リニ長 キ

トキハ、此間 二補禮能 力 ノ低 下 テ將來 スルガ爲

二、往 々非特異的 ノ弱 陽性反慮 テ現 出 スル事 ハ

考 へ得 ラル ・ガ、余 ノ實験 テ行 フニ際 シテハ最

初 ヨリカ ・ル事實 テ念頭 二置 キ、充分 注意 シ可

及 的直 二本試験 二移 リ、 且又補禮 ハ必 ズ前夜探

血 シー夜氷室 二貯藏 セル モ ノテ用 ヒタル ガ故 二

斯 ル錯 誤 ハ全 クナ キモ ノ ト思 惟 ス。術 ホ斯 ル場

合 ニハ多 ク血清、及 ビ「ア ンチゲ ン」封 照管 モ完

全 二溶 血 セザル テ以 テ、封 照管 ト比較 セバ斯 ル

誤 リニ陥 ル事 ナ シ ト思考 ス。

(皿)「 ア ンチゲ ン」ノ使 用量 一 ヨリテへ 往 々「ア

ンチゲ ン」ノ有 スル多少 ノ自家抑制作用 ト、氷 室

貯藏 ニ ヨル檜進 セル被検血液 ノ有 スル 自家抑制

作 用 トガ蓄積 シ、其 ノ結果之 ガ非特異性 陽性 反

慮 トナ リテ出現 スル恐 レテ生 ジ來 ルニ ョリ、果

シテ弱陽性 ノモ ノハ、特 異性 ノ補罷 非働 ニ ョル

モ ノカ、非特異性 ニ ヨリテ起 レルモ ノカ分明 シ

難 クナル憂 ピア リ.サ レ ド余 ノ實験 二於 テへ 陽

性 ヲ呈 スル見懸 ケ ノ健康 者 ニ シテ、少 ク トモ抗

髄 吸牧 テ行 ヒシ例 ニア リテハ、補 膣結合物質 ハ

悉 ク吸著 元 ニ ヨ リテ吸牧 除去 サ レタルテ以 テ、

跳場合 ノ陽控反慮 ハ特 異的 ノ反癒 ナ リ ト断言 シ

得 ル モ ノ ト信 ズ 。

カ ・ル虜 ヨ リ考 へ 、 結 核 補 盟 結 合 反 慮 陽 性 ナ リ

シ被 検 者 ハ 、 假 令 外 観 的 二 健 康 者 ノ如 ク 見 ユ ル

モ 、 個 禮 ノ何 レ ノ場 所 カ ニ補 禮 結 合 性 抗 艦 テ産

出 シ得 ル程 度 ノ結 核 病 竈 ノ存 在 テ 示 ス モ ノ ニ シ

テ 、是 ガ所 謂latentaktiveTuberkuloseト 考

ヘ ラ ル ・ナ リ。 即 チbiologischu.serologisch

aktiveTuberkuloseラ 示 セ ル モ ノ ト断 定 ス可

キ ナ リ ト思 考 セ ラ ル 。 故 二 優 秀 ナ ル`ア ン チ ゲ

ン」テ使 用 シ精 密 ナ ル 方 法 ニ ヨ ル 補 罷 結 合 反 慮

ラ行 フ トキ ハ 、 結 核 拉 二 健 康 者 ト云 フ概 念 テ 大

艦 次 ノ如 ク分 類 ス ル 必 要 ア ル ベ シ。 即 チ 、

(i)biologisch,serologischu.klinischgesund

(ii)biologischundserologischnegativ,aber

klinischTuberkuloseerkrankend.

(iii)biologischundserologischaktiv,aber

klinischnichtaktiveTuberkuloseerkran-

kend.

(iv)biologisch,serologischu.klinischaktiveし
Tuberkuloseerkrankend.

(i)ノ 如 キ場合 ハ之 テ全 ク結核病 ノナキ健康者

ト認 メル モ ノニ シテ、(ii)ノ 場 合 ハ陽性 「アネ

ル ギー」、或 ハ陰性 「アネルギー」ノ場合 テ 示 ス

モ ノナ リ。(iii)ノ 如 キモ ノテ検 出 スルハ、 一般

臨躰 的診 断法 ニ ヨリテへ 全 ク不可能 ナルモ本

項 二屡 スル モ ノハ蓋 シ結 核病 ノ診断、或 ハ早期

獲 見 二封 シ最 モ有 意義 ノコ ト・思考 サル。 サ レ

ド由來 一般 臨躰轡家 へ 複 雑 ナル結核病 ノ成因

二關 シテハ、深 ク之 テ念頭 二止 メズ、 自己 ノ慣

用 スル臨躰 的手技 テ基調 トシテ血清學 的反磨 ノ

批判 ラ下 サ ン ト試 ミルテ以 テ、優 秀 ナル 「アンチ

ゲ ン」程非特異性反磨大 ナ リ ト看 倣 サル ・如 キ

誤 断 ラ招來 ヒルモ ノト信 ズ。斯 カル謬 見 バー般

臨躰 的手技 ナルモ ノハ結核病 ノ進展 ガ或 程度以

上 二達 セザ レバ到 底登 見 スル事不可能 ナ リ ト云

フ事 實 テ悟 入 スル事 一 ヨリ容 易 二悉 クノ臨休馨

家 ノ會得 出來 得 ル問題 ナ リ。

4・ 結核 補膿結合反慮 ノ臨躰的、蚊 二豫防署學

的慮 用 二封 スルニ三 ノ具禮的知 見 二就 テ、
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結 核 補禮結合反慮 ノ陽性 ハ個膿 二、生物免疫學

的 活動 性結核病竈 ノ存在 テ示 スモ ノナル モ、其

陽性度 ト、個禮 ノ、死 テ前提 トスル豫後 トノ間

ニハ大 ナル關係 テ認 メズ、 トスル コ トハ諸家 ノ

意 見 ノー致 スル所 ニ シテ、又余 ノ・今同 ノ實験 二

於 テモ立謹 セ ラレタル所 ナ リ。 サ レド斯 ノ如 キ

表現 一 ヨリテ ノミ結核補禮結合反磨 テ論 ズル ト

キハ、臨躰的、或 ハ豫防醤學的 二之 テ慮用 セ ン

トスル場合、具禮的 ノ観 念 テ得難 シ。一般臨沐

署 家 ノ欲 スルハ、結核補禮結 合反慮陽性 ナル者

ラ如何`取 扱 フベ キカテ示 サル ・コ トニ シテ、

然 ラザ レバ結核補 禮結合反磨 ノ臨躰 的慮 用バー

般 二行 ハ レザルベ シ。斯 ル鮎 二留意 シ、今 回 ノ

實験成績 テ観察 シ次 ノ如 キニ三 ノ鮎 テ指摘 シ得

タ リ。

A最 強度陽性者 二就 テ

1.廣 汎 ナル胸膜腓 胆iノ陰影 テX線 爲眞所 見上

認 メタルモ ノ17名 中6名 ハ帯→帯 ナ リ。

2・ 進行 セル 結核性滲潤(ツ ルバ ン、ゲル ハル

上 、分類 ニテ第二期 以上)テ 認 メ シモ ノ9名 中

3名 ハ柵 →帯 ナ リ.

3・4月 ノ検査 ニテ、珊→帯 テ示 シ8月 迄 二退

院 セルモ ノ9名 アリ(全 治退院6名 、輕 快退院3

名)内8名 ハ10月 二至ル迄何 レモ支障 ナ ク兵 業

二服 ス。 内1名 ハ少年航 室兵 一 シテ、退院 時禮

重62ff、 榮 養可良 ニ シテ胸部打辣診 上著攣 テ認

メズ、禮温ZF熱 、赤血球沈降速度1時 間値1 、

マ ントー皮 内反慮→十、胸 部上線 爲眞所 見亦著攣

ラ認 メザ リシニ拘 ラズ(病 名、慢性氣管枝 炎、入

院期間180日)退 院後1ケ 月 ニ シテ航室機 二搭

乗 シタル トコロ、搭乗後1ケ 月 一 シテ、疲勢、

倦 怠感加 バ リ、微熱 テ登 シ、喀疾 二結核菌 テ謹

明 スルニ至 リペ免役 セ ラレタリ。本例 ハ各方面

ヨリノ所 見何 レモ陰性 ニ シテ、掲 リ結核補禮結

合反 慮 ノミ強陽性 テ示 セル モノニ シテ、結核補

膿結 合反慮 ノ診断的債値 テ論 ズル上 二極 メテ興

味多キ例 ナ リ ト思考 セ リ。

4.一 般看護科員 ニ シテ結核補禮結合反 慮 テ實

施 セル者180名 中 帯→・柵テ示 セル者3名 アリ。

何 レモ胸部打嘉診上著憂 テ認 メザルモ、第1例

ハ、胸部∠線寡眞所見上、左上葉斑黒胡犬局所陰

影拉 二小室洞(何 レモ治癒傾向)テ認メ、第2例

ハ胸部上線爲眞所見 二著攣 テ認 メザルモ、赤沈

1時 間値60テ 算 シ、 易疲勢性 テ訴 フ、 第3例

ハ左肺門淋巴腺 ノ著 シキ圓形腫脹 テ認 メタリ。

以上3名 ハ何 レモ湊海軍病院二於 テ勤務 シツ ・

アリ、第3例 ガ10月 二至 リ十→+二 陽性度減弱

セル外、他 ノ2例 ハ今爾 ホ最強度陽性帯→柵 テ

示 シツ ・アリ.

B中 等度陽性者二就テ

1.外 観上健康者ニツイテ結核補罷結合反鷹テ

施行 セル180名 中柵→→十ノ者3例 、十卜→十 ノ者

7例 、升→+ノ 者6例 アリ。 内横須賀海軍病院

兵員134名 ノ赤血球沈降速度 ハ不明ナルモ 其

ノ他ハ1例 テ除キ何 レモ1時 間値10以 下 ナリ。

是等 ノ胸部ヱ線爲眞所見ニツキ考察 テ加 フルニ

次 ノ如シ。

肺門結核ノ像テ示セルモノ

肺門部周圃浸潤

右肺尖斑鮎歌局所陰影

左上葉癩痕化セル結核性浸潤

増殖性早期浸潤

氣管枝周園結核

肺尖溜濁

1例

1例

1例

1例

1例

2例

1例

即 チ、絡数16例 中、比較的著 シキ結核性病攣 ト

考ヘラル ・陰影 テ認 メタルモノ8例 アリ。

是等陽性者ハ何 レモー般自他畳症陰性ニ シテ普

通看護科員 トシテ兵業二服 シツ ・アリ。

C外 観上健康者 ニシテ、結核補膣結合反慮検

査後結核性疾患テ登病 セルモノ。

検査人員180名 中、5月 ヨリ10月 迄 ノ間二結

核 性疾患テ螢病 シ、入院 セルモ ノ2例 アリn第
1例 ハ5月 結核補燈結合反鷹+→+ニ シテ

、6

月下旬右胸膜炎テ畿病、症状 ハ比較的輕度ニ シ

テ現在湊海軍病院 二入院 中
、10月 ノ結核補艦結

合反慮ハ升→+テ 示 シ、快方二向 ヒツ ・アリ
。

第2例 ハ5月 、結核補膿結合反慮_→_ナ リシ

モ ノニシテ8月 中旬慢性氣管枝炎テ褒病
、左鎖
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骨下 二水泡音テ藍取 セリ。胸部上線爲眞所見ハ

著攣 テ認 メズ、10月二至 リ水泡音消失、結核補禮

結合反慮 十→± ドナ リ、一般状態快方二向 ヒツ

ツ ア リシ庭11月 二入 リ漁性胸膜炎テ登病 セリ.

D結 核補艦結合反慮陰性ナルモ、臨躰上或ハ

胸部ヱ線爲眞所見上著 シキ攣化 テ認 メタルモノ

第1例 、右肺門部 ヨリ葉間二沿 ヒ、右 上葉下方

二於 テ濃厚 ナル禰蔓性浸潤 アリ。肺浸潤 ナル病

名ニテ入院 ス。浸潤 二該當 スル部分二於テ水泡

音 テi聴取 セリ.赤 沈1時 間値19、 マントー皮内

臆 号(… 倍 「ツベル クリン」)テ示 ス。 然 ル

ニ約3ケ 月後二於テ胸部y線 爲眞所見上、前記

ノ陰影 ハ殆 ンド完全二消失 シ、水泡音モi聴取 セ

ズ、赤沈1時 間値10テ 示 シ、依然 トシテ結核補

齢 合鷹 一 トー頗 鷹 号ナリ.

第2例 ハ昭和10年11月 胸部y線 爲眞二右 上葉

葉間ラ底 トシ、上方二鑛 レル陰影 テ認 メタル健

康兵員(當 時胸部座迫感テ訴ヘタリ)ニシテ昭和

11年3月 二至 リ陰影 ハ完 ク消失 シ、毛髪線像 ノ

ミテ胎 シタリ。此 ノ例ハ赤沈中等債終始8以 下

ニシテ、マ ントー皮内反慮十、結核補髄結合反

磨i-→ 一ナ リ。

以上 ノ2例 ハ、先 二菅田軍署大佐(37)ノ報告セラ

レタルー過性胸部上線爲眞陰影二屡 スルモノト

考ヘラレ、之 二封 シ2例 共結核補禮結合反磨陰

性ナ リシバ興味深 シ。

以上各方面 ヨリノ所見 ヨリ考 フルニ、結核補禮

結合反慮陽性者 ハ外観上 ノ健康者ニテモ艦 内一

活動性結核病竈ラ有スルコトテ示 シ、其 ノ牛撒

ハヱ線寡眞所見二於 テモ相當著明 ノ結核性攣化

ラ示 シ、一般臨躰的検査ニヨリ何等結核病竈 ノ

存在 テ示 サザルモノト難 モ、特 二不良 ナル環境

二於 テハ、容易二結核性疾患テ登病 スルニ至ル

モノナ リト認 メラル。又一過性浸潤 二於 テ何 レ

モ結核補禮結合反磨陰性ナリシヘ カ ・ル浸潤

ガ果 シテ結核性 ナ リシヤ否 ヤテ疑 ハシムルー

面、(1例 ハ マ ントー皮内反癒陰性、1例 ハ陽

性)、結核 性ナ リ トセバ短期 間 二於 テ浸潤 ノ吸取

セラル ・如 キ場 合、結核性抗禮 ノ産生 ナ キモ ノ

ナル ヤテ疑 ハ シムルナ リ。 以上述 ベ タル知見 ヨ

リ考 へ、 見懸 ケ ノ健康者 二於 テ結核補 膿結合反

磨陽性 ナル モ ノハ、環境 悪 シキ場合 二於 テハ、

容 易 二結核 性疾 患 テ登病 スル モ ノ ト思考 シテ差

支 ヘ ナカルベ シ。又既 二結核 性疾 患 テ獲病 シ加

療 中 ノ者 二於 テハ前項 ニ テ述 ベ タル如 ク、豫後

トノ間 二直接 ノ關係 ラ認 メ ラレザ ルテ以 テ、 比

較 的債値 少 キ如 ク思考 サル ・モ、是等結核性疾

患 ノ臨躰 的所見治癒 シ勤務 二 服 セ シムル ニ當

リ、結核補 艦結 合反慮陽性度 テ参 考 トナ スハ必

要 ナル コ トニ シテ、他 ノ臨躰 的診断 法 一 テ窺 ヒ

得 ザ リシ潜 在性活動 性結核 ノ存在 テ示 スコ トア

リ。 之 一 ヨ リ相當 ノ保護 テ加 へ監覗 テ行 フ必要

ア リ ト認 メ ラル。更 ラニ亦 入院 中 ノ患者 二於 テ

モ、連綾 的検査 ラ行 フ トキハ、今 同 ノ74例 二就

テ ノ實験 二於 テハ例数尚少 キ爲、統 計的 二有意

義 ナ ラザルモ陽性度 ノ張弱蛇 二浦長 ト、病勢 ト

ノ間 二關係 アルテ認 メラ レ、Franz,SchUtz(38)

ガWitebsky.Klingenstein.u.Kuhnノ 「ア

ンチゲ ン」昌テナセル 業績 ノ如 ク、 陽性度 ノ攣

化 ガ、豫後 ノ良好不良、共 二雨方 向 ノ攣 化 アル

ニ ヨリ、之 一 ヨ リテ豫後 ハ知 リ難 シ ト断定 スル

ハ早計 ナ リ ト思考 サ レル成 績 テ得 タ リ。

即 チ、結核補罷結合反磨 陽性 ナルモ ノハ、多少

ナ リ トモ其罷 内 二免疫 元的刺戟物質 テ有 スルモ

ノらテ、 陽性度 比較 的強 キモ ノハ、例 へ臨躰的

健康者 ナ リ ト難 モ、一定 ノ監 硯、或 ハ保護 テ加

フル必要 ア リ。 シカ シテ其程 度 ハ、普通 ノ健康

的勤務、或 ハ勢作 ニハ充分堪 へ、健康 テ保持 シ

得 ルモ特 二結核症 テ誘登 セ シムル如 キ環境 、過

勢等 ニヨ リ容 易 二登病 二至ル モ ノナ ラ ンヵ ト思

考 ス。 サ レ ド此問題 二就 キテハ更 二廣汎 ニ シテ

且長期 間 二亙 ル詳細 ナル研 究 テ必要 トスル モ ノ

ナ リ。

結 論
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鴻上氏等 ノ「スクァロ、ッベルクリン」テ「アンチ

ゲ ン」トセル結核補髄結合反磨 ノ研究 テ行 ヒ次

ノ結論テ得 タリ。

1.鴻 上氏等 ノS.Tニ ヨル結核補膿結合反癒 二

用 フル被検血清ハ何 レモ非働性後5日 及至7日

間氷室二貯藏セル後試験 二供 シ、斯 クスルコ ト

ニヨリ著 シク陽性卒 テ高 メ得 タリ。

2.同 反磨 ノ成績制定テバ2同 二亙 リ行 ヒタ

リ。即チ、第1同 ハ第二次系直後、第2同 ハ更

二氷室ニー夜(約18時 間)貯藏後翌朝沈澱 セル

血球一ヨリテ判定テ行 ヒ、此雨成績テ比較観察

シ、血清内二存スル補罷結合物質 ノ補膿 トノ結

合程度バー様ナラズ、血清ニヨリテ強弱 ノ存ス

ル事實テバ前後 ノ成績、陽性度 ノ相違 ヨリ察知

スルテ得 タリ。依テカ ・ル方法ニヨレバ結核補

禮結合反慮二於テ補膿結合素 ノ量的ノ観察 ノミ

ー止 ラズ更二進 ミテ質的 ノ観察 テモ可能 ナルラ

知 レリ。

3.余 ノ實験 セル結果ハ第二次系直後 ノ判定ニ

ヨレバ、肺結核、危篤ナル肺結核、100%、 胸

腹膜結核、胸膜炎90%、 慢性氣管枝炎約80%、

骨結核約30%、 臨躰的健康者約30%、 徽毒血

清100%ノ 陽性率 テ得 タリ.

4.次 二第二次系直後判定後直二氷室貯藏、翌

朝 ユ至 リ行ヘル制定ニヨレバ肺結核100%、 危

篤ナル肺結核40%、 胸腹膜結核約80%、 胸膜

炎76%、 慢性氣管枝炎70%、 骨結核約30%、

臨躰的健康者14%、 徽毒血清100%ノ 陽性傘 テ

得 タリ、

5・ 胸部X線 爲眞所見 トノ關係ハ、各種二分類

セルX線 陰騎 ト比較スルニ、廣汎ナル肋膜腓砥

テ宥 スル者、拉 二廣汎 ナル結核性浸潤 テ有 スル

モノニ陽性度強 キモ ノ比較的多 キテ認 メタリ。
6・ 赤血球沈降速度 トノ關係 二就 キ之 テ見ルニ

陽姓度強キモノニ於テ赤血球沈降速度 ノ速進 セ

ル者比較的多キテ認メタリ。纏綾的検査成績 二

於 テハ例撒爾少 キモ密接ナル卒行的關係ハ存 セ

ザルモノ・如 シ。

7.結 核補艦結合反慮未ダ強陽性 ナルニ拘バ ラ

ズ臨躰的所見 二於 テ全治 ト認 メラ レ退院 セルモ

ノ6名 ア リn内1名 ハ退院後2ケ 月 一 シテ肺 結

核 テ登病 シ免役 サ レタ リ。 其他一般 二退院 者 ハ

入院 者二比 シ陽性度低 シ。

8.日 課 トノ間 ニハ特 二關係 テ認 メ得 ズ。

9.マ ン トー皮 内反癒 ハ2000倍 「ツベル ク リン」

ニ ヨル成績 ノ ミナルテ以 テ 此10mm以 下 ノ成

績 テ以 テ直 チニマ ン トー陰性 トハ云 ヒ難 キモ、

雨反慮 ノ陽性度 ノ間 ニハ全 ク關係 テ認 メ得 ズ、

又、10mm以 下 ノ例 二 於 テ結核 補膿結合反慮

中等度以上陽性 ナ リシモ ノ13例 アリ。 即 チ胸

膜 炎9例 、慢 性氣 管枝 炎3例 、慢 性多磯 性關節

炎1例 ナ リ。

10.臨 躰 的健康者 二 於 ケル 結 核補艦結合反慮

陽性者中乾燥S.丁 菌粉 末 ニ ヨリ抗禮 吸牧 テ行 ヒ

タル19例 ハ、何 レモ吸牧 殆 ン ド完全 ニ シテ、又

ヱ 氏反癒陽性 ノ血清3例 二於 テハ何 レモ抗罷 テ

吸牧 シ得 ザ リキ。故 二鴻 上氏S.Tテ 抗 元 トスル

結核補艦結合反癒 ハ特異性 二富 メル モ ノト認 メ

ラル。

11・ 結核補髄結合反慮 テ實施 シタル 臨躰的健

康 者 ニ シテ検査後4ケ 月以内 二登病 セル者検査

縮数204例 中2例 ア リ。第1例 ハ第1回+→+、

其後2ケ 月ニ シテ右胸膜 炎 テ褒病、5ケ 月後十卜

→+ト ナ リ病駄殆 ン ド恢復 セ リ。第2例 ハ第1

同 一→ 一其後3ケ 月 ニテ慢 性氣管枝 炎 トシテ入

院5ケ 月後+→ ± トナ リ更 二7ケ 月後 二至 リ

胸膜炎 テ登病 セ リ.此 外、全 治 セ リ ト認 メ ラレ

退院 セル慢性氣管枝 炎患者 ニ シテ、 各種 ノ所 見

悉 ク陰性一般状態亦極 メテ良好、 唯結核補 禮結

合反磨 ノ ミ毎常張陽性 ナ リシ者 二於 テ、 航室機

搭乗約2ケ 月後肺結核 テ登病免役 セ ラレシモ ノ

1名 アリ。

12.昭 和11年3月 ヨリ10月 迄 ノ間 二 於 テ2

同及至5同 二亙 リ連綾 的検査 テ行 ヒ、 結核補禮

結合反慮陽性度 ト、臨躰的所 見 トノ關係 テ観察

セル74例 二於 テ例数尚少 キ 爲統計的 二有 意義

ナ リ ト云 フテ得 ザル モ、 陽性度終始弱 カ リシモ

ノ・及 ビ陽性度次 第 二減 弱 シタルモ ノ・・病状 陵
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復 二向ヘル者大部分 ニシテ、陽性度終始強 カリ

シモ1及 ビ陽性度 ノ檜強 テ見 タルモノニアリテ

ハ恢復二向ヘルモノ著 シク少ナカリキ。一時陰

性「アネルギー」二近 ヅキ病状恢復 ト共 二再ピ強

陽性 トナレルモ ノ1例 アリ.

欄筆二際 シ御指導 テ賜 リタル湊海軍病院長深田

軍署少將閣下二深甚 ノ謝意 テ表 シ、叉本作業施

行 二當 リテ種々 ノ便宜 テ與ヘラレシ横須賀海軍

病院長田中軍醤少將閣下、同二部長小林軍署大

:佐 湊海軍病院 一一部長新井軍醤中佐 二敬意 テ表

シ、本稿御校閲テ賜 リタル海軍軍醤學校教官静

林軍署大佐、柴田軍轡大佐 二深謝ス。尚ホ貴重

ナル「アンチゲ ン」拉 二S.T菌 末ラ恵與 セラレ、

且又終始御懇切 ナル御注意テ賜 リタル鴻上慶治

郎博土 二満腔 ノ謝意 テ表 シ、種々御援助 テ賜 リ

シ湊海軍病院諸官二感謝 ス。
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